いわ て 未来 づく り 機 構 産業 復興 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (26.3.17) 


テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 
座長 : 藤代 博之 





担当 機関 : 岩手 大 学 








25 年 度 は 、 本 作業 部 会 が 文 援 す べき 7 項目 
成す る 各 組 織 の 復興 文 援 事業 等 の 実施 状況 、 





(裏面 参照 ) に 則り 、 本 作業 部 会 を 構 
今後 、 予 定 され る 復興 支援 事業 等 を 調 




































































査 、 整 理 し 、 定 期 的 に 「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の HP に 情報 提供 し て いる 。 ま た 、 
各 組 織 が 行う 復興 文 援 事業 等 を 実施 する 上 で 明らか に な っ た 間 題 点 の 解決 策 を 議論 
し た 他 、 今 年 度 は 、 大 船渡 市 の 企業 訪問 を 行い 、 現 状 に お ける 問題 点 、 要 望 調査 等 
































を 行う 等 、 そ れ ぞ れ の 場 で 行わ れ た 議論 は 、 各 組織 が 行う 復興 支援 活動 に 
パ バック され て いる 。 一 方 で 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 身分 
情報 の 活用 方 法 等 が 懸案 と し て 残っ て いる 。 

26 年 度 は 、 も の づく り 企 業 が ある 程度 集積 し て いる 宮古 、 
訪問 し 、 間 題 点 や 要望 等 を 調査 ・ 把 握 に 努め る と と も ( 
コー ディ ネー ター の 組織 化 に つい て の 課題 、 実 現 性 に 
を 掲げ 、 そ の 達成 に 向け て 活動 する 予定 。 


フィ ー ド 
保障 や 、 各 種 支 援 情報 、 公 募 
































釜石 地域 を 中 心 に 企業 
に 、25 年 度 の 課題 を 踏ま え 、 
つい て の 検討 等 、3 つの 目 























































































































. 平成 25 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 








へ [第 25 回 





】 平成 25 年 5 


月 7 日 ( 火 ) 





席 者 数 : 








19 名 


検討 内 容 : 








(2) これ まで の 活 














1) 平成 24 年 度 の 活動 実績 及び 平成 25 年 度 の 活動 計画 























征 動 に 関す る 問題 』 


と 今後 の 対応 




















の 【 第 26 回 】 
検討 内 容 : 





平成 25 年 7 月 31 日 ( 水 )~ 8 月 1 日 ( 木 ) 出 
(1) 気仙 地区 の も の づく り 企 業 の 現状 と 問題 点 
(2) 平成 25 年 度 の 活動 実績 及び 活動 計画 

(3) 作業 部 会 の これ まで の 問題 点 と 今後 の 対応 
平成 25 年 12 月 18 日 ( 水 ) 出席 者 数 : 12 名 
(1) 平成 25 年 度 の 活動 実績 及び 活動 計画 

(2) 作業 部 会 の これ まで の 問題 点 と 今後 の 対応 





席 者 数 : 23 名 













































































つの 【 第 27 回 】 
検討 内 容 : 




































































2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 。 




















(1) 産業 復興 作業 部 会 が 支援 すべ き 

支援 策 7 項目 を 引き 続き 推進 

る 。 

1 ら か に な っ た 問題 
に 関し 、 解 決 策 を 議論 する 。 

(3) 治 岸 地域 の 企業 訪問 を 行い 、 支 

内 容 に 関し 要望 調査 を 行う 。 























部 会 で 策定 し た 以下 の 支援 策 7 項 
部 会 を 構成 する 各 組 織 が 実施 し 、 又 は 実施 予 
| 査 し 、 い わ て 未来 づく り 機 構 の HP に 掲載 、 
期 的 に 更新 し 情報 提供 し て いる 。 
援 策 1) 被災 状況 ・ 自 治 体 等 支援 内 容 、 今 後 の 要 鹿 調査 

2) 各 組 織 が 行う 復旧 ・ 復 興 支 援 内 容 の HP 公開 

3) 復興 事業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 支援 

4) 補助 金 申請 支援 

5) 各地 域 の 自治 体 等 の 活動 支援 

6) 人 材 育 成 支援 

7) 技術 開発 支援 
2) 支援 活動 で 明らか に な っ た 問題 点 は 、 本 作業 部 会 で 
議論 を 踏ま え 、 適 宜 、 各 組織 の 支援 活動 へ フィ ー ド バ 
2 sh て 
3) に 大 船渡 市 で 開催 し た 本 作業 部 会 で は 、5 社 の 
0 し 、 現 状 に お ける 問題 点 、 要 望 等 の 把握 
こ に 努める と と も に 、 適 宜 、 各 組織 の 支援 活動 ヘム フィー ド 
| バッ ク さ れ て いる 。 






































































































































































































































































































































3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
a) コー ディ ネー ター の 組織 化 に つい て の 課題 、 実 現 性 に つい て 検討 する 。 
WCS こつ いて 検討 する 。 
<) 企業 訪問 等 を 通じ て 、 産 業 復 興 作 業 部 会 を 構成 する 各 組織 の 担当 者 と 交流 する 機会 
を 提供 する 。 





















































(2) 活動 計画 
NN 
b) 支援 活動 で 明らか に な っ た 問題 点 に 関し 、 解 決 策 を 議論 する 。 
c) 沿岸 地域 の 企業 訪問 を 行い 、 支 援 内 容 に 関し 要望 調査 を 行う 。 


















































いわ て 未来 づく り 機 構 医療 福祉 体制 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (26.3.17) 


テー マ : 医療 と 福祉 体制 の 整備 
一 見 守り を 核 と し た 被災 地 の 生 活 支 援 型 コミ ュ ニ ティ づく り 
座長 : 小川 晃子 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 











報告 要旨 

平成 25 年 度 は 、 医 療 ・ 福 祉 の 連携 筑 を モデ ル 構 築 し 、 学 会 等 で 成果 報 
告 を すす め る と と も に 、 こ の 有効 な 取り 組み を 岩手 県 全体 に 拡大 する た め 
の 外部 資金 の 獲得 を めざし 「 新 し い 東 北 」 に 申請 し た が 採択 され ず 、 この 
面 で の 課題 が 残り まし た 。 また 、 復興 公営 住宅 へ の 移転 等 に 伴う 新た な コ 
ミュ ニテ ィ づ くり や 孤立 死 防止 の 取り 組み 体制 の 提言 も 新た な 課題 と な 
っ て き て いま す 。 

25 年 度 の 成果 と 課題 を 踏ま え 、26 年 度 は 、 ①2 月 28 日 に 立ち 上 げた 産 
官学 協 働 体制 の 「 岩 手 県 に お ける 1CT を 活用 し た 孤立 防止 と 生活 支援 型 コ 
ミュ ニテ ィ づ くり 研究 会 」 を 10 回 程度 催し な が ら 施 策 提言 する と と も に 、 
② 自 死 ・ 孤 立 死 を 防ぐ 実践 的 取り 組み フィ ー ル ド を 3 か 所 程度 拡大 し 、③ 
新た な 外部 資金 の 獲得 を 目標 と し て 、 活 動 し て いき ます 。 

な お 、 研究 会 は 、 県 庁 内 の 関連 する 複数 の 部 局 が 構成 メン バー と な っ て 
いま す 。 ま た 、 第 一 回 研究 会 開催 の 様子 は 、3 月 1 日 ( 土 ) の NHK19 時 の 
ニュ ー ス の 岩 災 特集 コー ナー に お いて 、 座 長 の イン タビ ュー と と も に 放映 
され まし た 。 








1 . 平成 25 年度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 


































































































4 月 18 日 、5 月 9 日 ・5 月 12 日 、7 月 19 日 、8 月 10 日 、9 月 27 日 、12 月 4 日 、1 









































































































































② 出 席 者 : 小川 晃子 (岩手 県 立 大 学 教授 ) 、 長 谷川 高志 (岩手 県 立 大 学 客員 教授 、 岩 
手 医科 大 学 客員 教授 ・ 日 本 遠隔 医療 学会 理事 ) 、 鎌 田 弘之 (盛岡 赤十字 病院 健 診 部 部 
・ 日 本 遠隔 医療 学会 理事 ) 以上 全 回 、 佐 々 木 一 容 (盛岡 市 立 病院 神経 内 科 長 ・ 日 本 


遠隔 医療 学会 会 員 ) 下線 回 
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・ 釜 石 市 鵜 住居 、 宮 古市 、 大 稲 町 、 山 田町 等 に お ける 血圧 伝送 と 「 お げん き 発 信 」 連 
携 に よる 見 守り 実践 活動 の 進捗 状況 確認 
・ 医 療 ・ 福 祉 連携 に よる 見 守り の 効果 と 課題 検討 
・ 今 後 の 政 策 的 取り 組み の 企画 検討 
④ 発 展 的 研究 会 の 立ち 上 げ 
2 月 27 日 に 、「 岩 手 県 に お ける ICT を 活用 し た 孤立 防止 と 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































づく り 研 究 会 」 を 、 研 究 者 (10 名 ) 、 岩 手 県 (8 組織 ) 、 市 町 村 (2) 、 社 会 福祉 協議 
会 (3) 、 企 業 (2) で 立ち 上 げ 、 第 1 回 研究 会 を 開催 し た 。 

(2) 講演 ・ 報 告 等 

5 月 21 小川 晃子 岩手 県 議会 環境 福祉 委員 会 調査 で の 講話 「 被 炎 地 に お ける TICT 
を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 連携 一 見 守り と コミ ュ ニ ティ 再 構 築 」 

6 月 7 小川 晃子 いわ て ICT フェ ア 2013 セミ ナー 「 被 災 地 に お ける ICT を 活用 
し た 医療 ・ 福 祉 連携 一 見 守り と コミ ュ ニ ティ 再 構築 」 

7 月 31 小川 晃子 組込み 産業 地域 交流 プラ ザ 2013in 岩手 宮城 「 み まもり 技術 
を 地域 包括 ケア に 活か す 」 

9 月 21 小川 晃子 ・ 長 谷川 高志 ・ 鎌 田 弘 之 他 岩手 県 立 大 学 成果 発表 会 「『 見 守 
り 』 を 核 と する ICT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 連携 策 の 検討 」 

10 月 18 長谷 川 高志 ・ 鎌 田 弘 之 ・ 小 川 晃子 ・ 鈴 木 亮 本 遠隔 医療 学会 2013 
学術 大 会 見 守り 分 科 会 報告 分 科 会 報告 














(3) 外部 資金 獲得 の た め の 企 画 ・ 申 請 























































































































復興 庁 が 応募 し た 「 新 し い 東 北 」 に 対し 、 分 科 会 メン バー で 検討 し た 結果 を も と に 、 
岩手 県 保健 福祉 部 等 と 情報 交換 を し た 上 で 、「 見 守り を 核 と し た 医療 ・ 福 祉 の 連携 構 
築 」 を テー マ と し て 申請 し た が 、 採 択 さ れ な か っ た 。 そ の 後 、 岩 手 県 等 と 話し 合い を 
重ね な が ら 、 別 の 外部 資金 獲得 に 向け た 活動 を 継続 し て いる 。 














(4) 記事 掲載 
6 月 6 DOGITAL GOVERNMENT (NTTDTA) 
する か 」 

















| 高齢 者 の 『 み 





E も り 』 に TICT を どう 活用 


























2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 






① フィ ー ル ド で 検証 し た 





< よる 


ET 


呈 祉 : 











医療 ・ 福 1 医療 ・ 携 









































| ① フィ ー ル ド で 検証 し た 

































































































































































































































































































































































連携 に よる 見 守り を 核 と し た 生活 支 | 見 守り を 核 と し た 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ く 

援 型 コ スミ ュ ニ ティ づく り の 有効 性 を | り の 有効 性 を まとめ 、 学 会 等 で 報告 ・ 発 表し た 

まとめ る | (5 回 、 成 果 の 1 つと し て 資料 1 参照 ) 

② 岩手 県 (政策 地域 部 、 保 健 福祉 部 、| ② 岩手 県 (政策 地域 部 、 保 健 福祉 部 、 県 土 束 備 

県 土 整備 部 、 復 興 局 等 ) に 政策 提言 部 、 復 興 局 等 ) に 政策 提言 を し 、 県 と の 合意 の 

を する | も と に 、 そ の 実現 を 目指 し て 「 新 し い 東 北 」 の 
| 申請 を し た (資料 2 参照 ) が 、 採 択 さ れ な か っ 
| た た め に 新た な 外部 資金 獲得 を 目指 し て 活動 を 
| 継続 し て いる 。 

⑨ 岩手 県 及び 沿岸 市 町 村 と 岩手 県 ⑨ この 社会 技術 を 普及 する た め の 体制 を 提言 

立 大 学 が 協 働 し この 社会 技術 を 普及 し 、 県 と の 合意 の も と に 、 そ の 実現 を 目指 し て 

する た め の 体制 を 提言 | 「 新 し い 東 北 」 の 申請 を し た が 、 採 択 さ れ な か 












































| っ た た め に 新た な 外部 資金 獲得 を 
| を 継続 し て いる 。 
























































④ 仮設 住宅 及び 災害 復興 公営 住宅 | ④ 鵜 住居 等 で の 仮設 住宅 で の 取り 組み は 継続 
等 の 住民 の 孤立 死 ・ 自 殺 を 防ぐ こと | し て お り 、 さ ら に 災害 復興 公営 住宅 等 へ の 次 段 
に まず は 焦点 を あて た 実践 的 取り 組 | 階 に 向け た 住民 の 孤立 死 ・ 自 殺 を 防ぐ た め に 実 
み 体制 の 構築 する | 践 的 取り 組み 体制 の 構築 を 図っ て いる 。 























































































































| @ 新 た な 研究 会 の 立ち 上 げ を 行っ た (資料 3 参 
| 照 ) 














_3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

① フィ ー ル ド で 検証 し た 医療 ・ 福 祉 連携 に よる 見 守り を 核 と し た 生活 支援 型 コ ミュ ニ 

ティ づく り の 有効 性 を まとめ る (講演 ・ 報 告 等 3 回 以上 ) 

② 岩手 県 (政策 地域 部 、 保 健 福祉 部 、 県 土 整 備 部 、 復 興 局 等 ) 及び 県 内 市 町 村 等 に 政 

策 提 言 を する た め に 、 研 究 会 を 開催 する (10 回 以上 ) 

③ 仮設 住宅 及び 災害 復興 公営 住宅 等 の 住民 の 孤立 死 ・ 自 殺 を 防ぐ こと に まず は 焦点 を 

あて た 実践 的 取り 組み 体制 を 進め る (3 フィー ルド 以 上 ) 

④ 上 記 の 活動 を 行う た め の 外 部 の 研究 的 資金 の 獲得 を 図る (1 資金 以上 ) 
(2) 活動 計画 































































































































































































4~6 月 7~9 月 10~12 月 1 ~3 月 
講演 ・ 報 千 ① 県 立 大 学内 | ② 日 本 福祉 介 | ③ 日 本 遠隔 医 
成果 報告 護 情 報 学会 療 学会 





産学 官 協 働 の |② ③ ④ |⑤ ⑯ ⑦ ⑨ ⑪ 
新た な 研究 会 
開催 

見 守り に 関す | 企画 ・ 実 施 準備 | 実施 実施 実施 

る 実態 調査 集計 ・ 分 析 集計 ・ 分 析 








ICT 活用 ポー | モデ ル 検 討 モデ ル 構 築 実証 実験 シス テム 構想 
タル サイ ト の 


検討 
フィ ー ル ド 拡 ① ② 
大 
資金 確保 2 資金 申請 1 資金 申請 






































いわ て 未来 づく り 機 構 医療 福祉 体制 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (26.3.17) 


テー マ : 医療 と 福祉 体制 の 整備 
一 見 守り を 核 と し た 被災 地 の 生 活 支 援 型 コミ ュ ニ ティ づく り 
座長 : 小川 晃子 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 











報告 要旨 

平成 25 年 度 は 、 医 療 ・ 福 祉 の 連携 筑 を モデ ル 構 築 し 、 学 会 等 で 成果 報 
告 を すす め る と と も に 、 こ の 有効 な 取り 組み を 岩手 県 全体 に 拡大 する た め 
の 外部 資金 の 獲得 を めざし 「 新 し い 東 北 」 に 申請 し た が 採択 され ず 、 この 
面 で の 課題 が 残り まし た 。 また 、 復興 公営 住宅 へ の 移転 等 に 伴う 新た な コ 
ミュ ニテ ィ づ くり や 孤立 死 防止 の 取り 組み 体制 の 提言 も 新た な 課題 と な 
っ て き て いま す 。 

25 年 度 の 成果 と 課題 を 踏ま え 、26 年 度 は 、 ①2 月 28 日 に 立ち 上 げた 産 
官学 協 働 体制 の 「 岩 手 県 に お ける 1CT を 活用 し た 孤立 防止 と 生活 支援 型 コ 
ミュ ニテ ィ づ くり 研究 会 」 を 10 回 程度 催し な が ら 施 策 提言 する と と も に 、 
② 自 死 ・ 孤 立 死 を 防ぐ 実践 的 取り 組み フィ ー ル ド を 3 か 所 程度 拡大 し 、③ 
新た な 外部 資金 の 獲得 を 目標 と し て 、 活 動 し て いき ます 。 

な お 、 研究 会 は 、 県 庁 内 の 関連 する 複数 の 部 局 が 構成 メン バー と な っ て 
いま す 。 ま た 、 第 一 回 研究 会 開催 の 様子 は 、3 月 1 日 ( 土 ) の NHK19 時 の 
ニュ ー ス の 岩 災 特集 コー ナー に お いて 、 座 長 の イン タビ ュー と と も に 放映 
され まし た 。 








1 . 平成 25 年度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 


































































































4 月 18 日 、5 月 9 日 ・5 月 12 日 、7 月 19 日 、8 月 10 日 、9 月 27 日 、12 月 4 日 、1 









































































































































② 出 席 者 : 小川 晃子 (岩手 県 立 大 学 教授 ) 、 長 谷川 高志 (岩手 県 立 大 学 客員 教授 、 岩 
手 医科 大 学 客員 教授 ・ 日 本 遠隔 医療 学会 理事 ) 、 鎌 田 弘之 (盛岡 赤十字 病院 健 診 部 部 
・ 日 本 遠隔 医療 学会 理事 ) 以上 全 回 、 佐 々 木 一 容 (盛岡 市 立 病院 神経 内 科 長 ・ 日 本 


遠隔 医療 学会 会 員 ) 下線 回 
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・ 釜 石 市 鵜 住居 、 宮 古市 、 大 稲 町 、 山 田町 等 に お ける 血圧 伝送 と 「 お げん き 発 信 」 連 
携 に よる 見 守り 実践 活動 の 進捗 状況 確認 
・ 医 療 ・ 福 祉 連携 に よる 見 守り の 効果 と 課題 検討 
・ 今 後 の 政 策 的 取り 組み の 企画 検討 
④ 発 展 的 研究 会 の 立ち 上 げ 
2 月 27 日 に 、「 岩 手 県 に お ける ICT を 活用 し た 孤立 防止 と 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































づく り 研 究 会 」 を 、 研 究 者 (10 名 ) 、 岩 手 県 (8 組織 ) 、 市 町 村 (2) 、 社 会 福祉 協議 
会 (3) 、 企 業 (2) で 立ち 上 げ 、 第 1 回 研究 会 を 開催 し た 。 

(2) 講演 ・ 報 告 等 

5 月 21 小川 晃子 岩手 県 議会 環境 福祉 委員 会 調査 で の 講話 「 被 炎 地 に お ける TICT 
を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 連携 一 見 守り と コミ ュ ニ ティ 再 構 築 」 

6 月 7 小川 晃子 いわ て ICT フェ ア 2013 セミ ナー 「 被 災 地 に お ける ICT を 活用 
し た 医療 ・ 福 祉 連携 一 見 守り と コミ ュ ニ ティ 再 構築 」 

7 月 31 小川 晃子 組込み 産業 地域 交流 プラ ザ 2013in 岩手 宮城 「 み まもり 技術 
を 地域 包括 ケア に 活か す 」 

9 月 21 小川 晃子 ・ 長 谷川 高志 ・ 鎌 田 弘 之 他 岩手 県 立 大 学 成果 発表 会 「『 見 守 
り 』 を 核 と する ICT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 連携 策 の 検討 」 

10 月 18 長谷 川 高志 ・ 鎌 田 弘 之 ・ 小 川 晃子 ・ 鈴 木 亮 本 遠隔 医療 学会 2013 
学術 大 会 見 守り 分 科 会 報告 分 科 会 報告 














(3) 外部 資金 獲得 の た め の 企 画 ・ 申 請 























































































































復興 庁 が 応募 し た 「 新 し い 東 北 」 に 対し 、 分 科 会 メン バー で 検討 し た 結果 を も と に 、 
岩手 県 保健 福祉 部 等 と 情報 交換 を し た 上 で 、「 見 守り を 核 と し た 医療 ・ 福 祉 の 連携 構 
築 」 を テー マ と し て 申請 し た が 、 採 択 さ れ な か っ た 。 そ の 後 、 岩 手 県 等 と 話し 合い を 
重ね な が ら 、 別 の 外部 資金 獲得 に 向け た 活動 を 継続 し て いる 。 














(4) 記事 掲載 
6 月 6 DOGITAL GOVERNMENT (NTTDTA) 
する か 」 

















| 高齢 者 の 『 み 





E も り 』 に TICT を どう 活用 


























2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 






① フィ ー ル ド で 検証 し た 





< よる 


ET 


呈 祉 : 











医療 ・ 福 1 医療 ・ 携 









































| ① フィ ー ル ド で 検証 し た 

































































































































































































































































































































































連携 に よる 見 守り を 核 と し た 生活 支 | 見 守り を 核 と し た 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ く 

援 型 コ スミ ュ ニ ティ づく り の 有効 性 を | り の 有効 性 を まとめ 、 学 会 等 で 報告 ・ 発 表し た 

まとめ る | (5 回 、 成 果 の 1 つと し て 資料 1 参照 ) 

② 岩手 県 (政策 地域 部 、 保 健 福祉 部 、| ② 岩手 県 (政策 地域 部 、 保 健 福祉 部 、 県 土 束 備 

県 土 整備 部 、 復 興 局 等 ) に 政策 提言 部 、 復 興 局 等 ) に 政策 提言 を し 、 県 と の 合意 の 

を する | も と に 、 そ の 実現 を 目指 し て 「 新 し い 東 北 」 の 
| 申請 を し た (資料 2 参照 ) が 、 採 択 さ れ な か っ 
| た た め に 新た な 外部 資金 獲得 を 目指 し て 活動 を 
| 継続 し て いる 。 

⑨ 岩手 県 及び 沿岸 市 町 村 と 岩手 県 ⑨ この 社会 技術 を 普及 する た め の 体制 を 提言 

立 大 学 が 協 働 し この 社会 技術 を 普及 し 、 県 と の 合意 の も と に 、 そ の 実現 を 目指 し て 

する た め の 体制 を 提言 | 「 新 し い 東 北 」 の 申請 を し た が 、 採 択 さ れ な か 












































| っ た た め に 新た な 外部 資金 獲得 を 
| を 継続 し て いる 。 
























































④ 仮設 住宅 及び 災害 復興 公営 住宅 | ④ 鵜 住居 等 で の 仮設 住宅 で の 取り 組み は 継続 
等 の 住民 の 孤立 死 ・ 自 殺 を 防ぐ こと | し て お り 、 さ ら に 災害 復興 公営 住宅 等 へ の 次 段 
に まず は 焦点 を あて た 実践 的 取り 組 | 階 に 向け た 住民 の 孤立 死 ・ 自 殺 を 防ぐ た め に 実 
み 体制 の 構築 する | 践 的 取り 組み 体制 の 構築 を 図っ て いる 。 























































































































| @ 新 た な 研究 会 の 立ち 上 げ を 行っ た (資料 3 参 
| 照 ) 














_3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

① フィ ー ル ド で 検証 し た 医療 ・ 福 祉 連携 に よる 見 守り を 核 と し た 生活 支援 型 コ ミュ ニ 

ティ づく り の 有効 性 を まとめ る (講演 ・ 報 告 等 3 回 以上 ) 

② 岩手 県 (政策 地域 部 、 保 健 福祉 部 、 県 土 整 備 部 、 復 興 局 等 ) 及び 県 内 市 町 村 等 に 政 

策 提 言 を する た め に 、 研 究 会 を 開催 する (10 回 以上 ) 

③ 仮設 住宅 及び 災害 復興 公営 住宅 等 の 住民 の 孤立 死 ・ 自 殺 を 防ぐ こと に まず は 焦点 を 

あて た 実践 的 取り 組み 体制 を 進め る (3 フィー ルド 以 上 ) 

④ 上 記 の 活動 を 行う た め の 外 部 の 研究 的 資金 の 獲得 を 図る (1 資金 以上 ) 
(2) 活動 計画 































































































































































































4~6 月 7~9 月 10~12 月 1 ~3 月 
講演 ・ 報 千 ① 県 立 大 学内 | ② 日 本 福祉 介 | ③ 日 本 遠隔 医 
成果 報告 護 情 報 学会 療 学会 





産学 官 協 働 の |② ③ ④ |⑤ ⑯ ⑦ ⑨ ⑪ 
新た な 研究 会 
開催 

見 守り に 関す | 企画 ・ 実 施 準備 | 実施 実施 実施 

る 実態 調査 集計 ・ 分 析 集計 ・ 分 析 








ICT 活用 ポー | モデ ル 検 討 モデ ル 構 築 実証 実験 シス テム 構想 
タル サイ ト の 


検討 
フィ ー ル ド 拡 ① ② 
大 
資金 確保 2 資金 申請 1 資金 申請 









































ぐ 要 旨 > 





本 研究 で は , 東日本 大 岩 災 の 被災 地 に お ける 見 守り を 核 と する 医療 ・ 福 祉 の ICT を 活用 し た 連携 筑 を , 釜石 市 弟 住 こ 
大 に お ける 支援 を バイ ロッ トス タデ ィ と し て ., 検討 し た 。 そ の 結果 , 血圧 測定 値 を 社会 福祉 専門 職 が 共有 する こと に よ 
る 受診 誘導 や . 大 取り 情報 の 共有 に よる 終末 期 の 医療 ・ 福 祉 連携 . 地域 の 見 守り 者 に 対す る 自殺 予防 ゲー トキ ー バ ー 研 
修 の 3 面 に お いて . 取り 組み が 有効 で ある こと を 明らか に し た 。 


1 研究 の 概要 (背景 ・ 目 的 等 ) 

東日本 大 震 災 の 被災 地域 で は . 社会 的 な 孤立 が 深刻 化 
し . 仮設 住宅 で の 孤立 死 や 自殺 も 顕著 に な っ て き て いる 。 
これ を 防ぐ た め に は コミ ュ ニ ティ で の 「 見 守り 」 が 有効 で あ 
る が , 町 内 会 や 民生 委員 の 組織 も 再 惜 築 の 半ば で ある た 
め , サポ ー ト セン ター や 社会 福祉 協議 会 等 に よる 「 見 守り ] 
や コミ ュ ニ ティ の 再 構 築 が 社会 的 な 課題 と な っ て いる 。 

また , 被災 地 の 医 療 体制 は , 病院 ・ 診 療 所 が 壊滅 的 な 
被害 を 受け , その 再 構 築 が 喫緊 の 課題 と な っ て いる 。 岩 
手 県 の 医療 体制 は . 震 災 前 か ら 医 療 機関 や 専門 職 の 数 が 
不足 し て お り , 在宅 医療 に お ける 社会 福祉 と の 連携 が 有効 
な 地域 で あり , その た め に 住民 と 医療 ・ 福 祉 機関 や 専門 機 
関 ど うし を つなぐ 情報 ネッ トワ ー ク の 形成 が 有効 で ある 。 

こう し た こと を 背景 と し て , 本 研究 は .「 見 守り 」 を 
核 と する 被災 地 の 在 宅 医療 ・ 福 祉 の ICT を 活用 し た 連 
携 築 を 検討 する こと に より , 被災 地 に お ける 医療 ・ 福 視 
の 連携 筑 に 資す る こと を 目的 と する も の で ある 。 


6 研究 の 内 容 (方 法 ・ 経 過 等 ) 
@-1 方 法 

邊 災後 . 岩手 県 立 大 学 の 岩 災 復興 研究 の 採択 を 受け た 
「 被 災 地 に お ける 社会 的 孤立 の 防止 と 生活 支援 型 コ ミュ 
ニテ ィ づ くり 」 プ ロジ ェクト で は . 釜石 市 医師 会 や 社会 
福祉 法人 愛 恵 会 の 協力 を 得 て . 剃 住居 地区 サポ ー ト セン 
ター を 見 守り セン ター と し て . 仮設 住宅 住民 を 対象 と し 
た 医療 ・ 福 祉 が 連携 し た 見 守り 体制 を 構築 し ( 図 1 参照 ). 
有効 性 を 検証 し て きた 。 

本 研究 で は . その 取り 組み を パイ ロッ トス タデ ィ と し . 
その 成果 と 課題 を 関係 者 に 周知 し な が ら . ヒア リン グ を 
行う 等 に より 問題 解決 方 筑 に つい て の 探索 的 に 明らか に 
し た 。 本 研究 の 成果 は . いわ て 未来 づく り 機 構 に お いて 
平成 24 年 度 か ら 第 5 作業 部 会 (部 会 長 小川 晃子 ) で 報 
告 を し な が ら , 被災 地 に お ける 見 守り を 核 と し た 医療 ・ 
福祉 連携 築 を 提言 し , 合意 形成 を 進め て きた 。 
らら 福祉 領域 か ら の ICT 見 守り の 導入 

バイ ロッ トス タデ ィ で は まず 岩手 県 立 大 学 が 開発 し て き 
た , 高齢 者 が 毎日 の 体調 を 電話 で 能動 的 に 発信 する 「 お げ 
ん き 発 信 」 を 平成 23 年 9 月 か ら 導 入 し た 。 約 220 世帯 の 
鵜 住居 仮設 団地 D 地区 の うち 25 名 が 利用 し て いる 。 


これ に 加え て , 電気 の 使用 状況 か ら 生活 行動 の 有無 を 





把握 で きる セン サー を . 電力 中 央 研究 所 の 協力 を 得 て 導 
入 し た 。 分 電 殴 の 下 に 取り 付け る 機器 に 「 緑 の ボタ ン 」 
を 付加 し . ワ ンプ ッシュ の 「 お げん き 発 信 」 擬 能 と し た 。 
この 機器 は . 難聴 ・ 前 失 な ど 通 常 の 電話 機 に よる お げん 
き 発信 が 困難 な 住民 6 名 に 導入 し て いる 。 

さら に . 仮設 住宅 団地 支援 連 絡 員 の み ま わ り に より 把 
掘 さ れ た 安 向 情報 と . サポ ボー ト セ ンタ ー で 上 記 の 方 法 に 
より 把 掘 し た 安否 情報 を 共有 する シス テム を エス ヌ ・ テ ィ ・ 
ティ ・ ド コモ と の 共同 研究 に より 構築 し た 。 


サポ ー ト セン ター 職員 と 


員 
直接 話 が で きる 


図 ] 釜石 市 鵜 住居 地区 に お ける 見 守り 体制 


ら ー3 医療 領域 か ら の ICT 見 守り の 導入 

金石 市 で は , 平成 3 年 か ら 平 成 19 年 3 月 まで . 「 う 
らら 」 と いう 遠隔 医療 シス テム (在宅 健康 管理 シス テム ) 
が 稼働 し て いた 。 在宅 で 測定 し た 血圧 等 の デー タ が 通信 
回 線 に より うら ら デ ー タ セン ター に 送信 され , 専任 の 看 
護 師 が 電話 相談 に 応じ る 体制 が つく られ て いた 。 被災 地 
で は . 披 災 スト レス に より 健康 が 悪化 する 住民 が 多い こ 
と か ら . うら ら の 運用 に 関わ っ て いた 鎌 田 弘 之 を 中 心 と 
し て . 血圧 測定 に よる 見 守り を 導入 する こと を 検討 し た 。 

平成 23 年 10 月 に は , 独立 行政 法人 情報 通信 研究 機構 
の 黒田 正 境 に より . 一 般 財団 法人 電波 技術 協会 . 及び Qol 
セン シン グ ネ ットワーク 研究 会 の 資金 ・ 技 術 提供 を 受け , サ 
ボー ト セ ンタ ー に 大 型 の 血圧 和 計 を 配置 し た 。 こ れ に は . 引 
きこ も り が ちな 住民 が 血圧 測定 の た め に サポ ー ト セン ター に 
走 を 運ぶ と いう 孤立 防止 の 効果 が あっ た 。 

次 に . 平成 24 年 度 当初 か ら . 被災 地 で 通信 装置 つき 


ー 2 一 


の 血圧 管理 シス テム の 支援 を 続け て いる 佐々 木 一 裕 氏 は 
じ め 盛 岡市 立 病院 と 岩手 医科 大 学 の チー ム と 連携 し た 。 
この チー ム は 規 住居 で 20 台 の 血圧 計 を 配布 し 、 測定 値 
を 携帯 電話 回 線 で 送信 し て 岩手 医大 神経 内 科 や 盛岡 市 立 
病院 の 医師 が 閲覧 し て コメ ント を 入れ , それ を サポ ー ト 
セン ター 職員 が 印刷 し . 住民 に 届け る 形 で 運用 し て いる 。 
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図 G 血圧 伝送 シス テム の 取り 組み 概要 


出典 ) 佐々 木 一 裕 , 岩手 県 立 大 学 公開 講座 釜石 講座 平 
成 24 年 11 月 22 日 資料 

披 災 に より 在宅 医療 を 行う 医師 が 不足 し て お り , 終末 
期 の 近づい た 患者 を 担当 する 医師 は , 緊急 時 の タイ ミン 
グ を 逃さ な を いた め の 待 機 時 間 が 大 き な 負 担 に な っ て い 
る 。 こ の 問題 を 解決 する た め に . 鎌田 弘之 は , 釜石 市 に 
お いて 超 小 型 無線 主体 セン サー を 終末 期 加 者 に 『 取 り 付 
け . 生命 兆候 を 管理 し. インタ ーネット で 在宅 担当 医 . 
循環 器 専門 員 を つなぐ 在宅 医療 連携 シス テム を 構築 し 
平成 24 年 度 に 「 き ず な 見 守り ネッ トワ ー ク 事業 ]」 と し 
て 検証 し て いる 。 


3 これ まで 得 ら れ た 研究 の 成果 

パイ ロッ トス タデ ィ を 通し て , 見 守り を 核 と し た 医療 ・ 
福祉 の 連携 筑 と し て 有効 と 考え られ る 3 つの 方 策 が 明 ら 
か に な っ て きた 。 

3ー] 血圧 測定 に よる 受診 誘導 連携 

仮設 住宅 の 住民 は . 医療 へ の アク セス 環境 が 感 い こと 
も あり . 血圧 が 高く て も 受診 し な い 人 が 多い 。 そ こ で , 
遠隔 地 の 医 師 が 入れ る コメ ント を , 仮設 住宅 の サポ ー ト 
セン ター で 印刷 し . 生活 支援 相談 員 が 住民 に 届け る こと 
は . 受診 誘導 と いう 面 で 効果 が ある こと が 確認 され た 。 
また , こう し た コミ ュ ニ ケー ショ ン を 通し て , 生活 支援 
相談 員 は 住民 の 健康 状態 や か か りつ け 医 が わか る こと か 
ら , ふだん の 見 守り に お ける 異変 把握 や 異変 対応 の 確実 
性 が 高まる . 

3-2 終末 期 在宅 医療 ・ 福 祉 の 連携 

「 き ず な 見 守り ネッ トワ ー ク 事 楽 」 に お いて は , 終末 
期 に お ける 医師 の 精神 的 負担 を 軽減 し . 家族 の 安心 感 を 
高め る こと が 明らか に な っ た 。 在 宅 の 終末 期 に お いて は . 
訪問 逢 護 や 訪問 介護 等 と の 連携 が 必要 で ある 。 今後 に お 


いて は . この シス テム に よる 見 守り 情報 を , 医療 看護 ・ 
福祉 で 共有 し 地域 包括 ケア の 質 を 高め る こと が 課題 で あ 
る 。 
3ー83 見 守り 者 へ の 自殺 予防 ゲー トキ ー バ ー 研 修 
平成 24 年 度 に 岩手 県 内 の お 元気 発信 利用 者 に お いて 
3 名 の 自殺 が あっ た 。 こ の うち 鵜 住居 の 1 名 は , お げん 
き 発 信 が な いこ と か ら サ ポー トモ セン ター の 生活 支援 相談 
員 が 訪問 を し . 遺体 を 発見 し た 。 死後 数 日 を 経て 遺体 が 
発見 され る 孤立 死 を 防ぐ こと は で きた が . 自殺 を 防ぐ こ 
と が で き な か っ た た め . 生活 支援 相談 員 が 衝撃 を 受け た 。 
そこ で , 岩手 県 精神 保健 福祉 モン ター の 黒澤 美枝 氏 と 連 
携 し . お げん き 発 信 の 見 守り 者 に 対す る 自殺 予防 の ゲー 
トキ ー バ ー 研 修 が 有効 で は な いか と 考え . 検討 を 進め て 
いる 。 


4 今後 の 具体 的 な 展開 
ト 記 し た 3 点 の 医療 ・ 福 祉 連携 は . さら に 検証 を 進 


め , 有効 な 手法 を 他 の 被災 地 へ 普及 する こと を 検討 し て 


いる 。 
いわ て 未来 づく り 機 構 の 部 会 活動 に 位置 づけ る と と も 
に , 復興 省 の 「 新 し い 東北 」 に も 申請 を し た 。 


ずり を 槍 と し た 医療 、 福 福 の 連 夫 携 築 (人 し て CM RR 











、 注 ) 小川 旧 子 、「 新 し い 東北 ] 申請 理 作 成 較 
図 3 今後 の 取り 組み 案 
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岩手 県 立 大 学研 究 プ ロジ ェクト ; 実施 取組 ② 


療 福祉 の 連携 の た め の 協 議会 (調査 ・ 研 修 ・ 連 携 モ デル 検証 ) 遠隔 医療 協会 ! で 福祉 側 へ の 研 


見 守り 
le 修 と 効果 測定 


【 取 組 ①「 医 療 側 見 守り を 事例 と する 福祉 連携 築 検討 と 検証 」、 実 | |【 取 組 ②「 福 祉 側 へ の 研修 と 効果 測定 」、 時 
施主 体 : 日 本 遠隔 医療 協会 実施 主体: 岩手 県 立 大 学 】 <3 月 | , 実施 取組 
(1)3 つ の 見 守り 事例 に よる 検討 と 検証 (1)3 つ の 見 守り の 福祉 連携 方 策 の 研修 と 効果 測定 . 釜石 市 に お け 


血 庄 測定 (盛岡 市 立 病院 佐々 木 他 、 釜 石 等 で の 検討 ) (② 効 果 : 持続 可能 で 効果 の ある 連携 方 策 の 設計 る モデ ル 事 業 検 


看取り (モリ ー オ 株 式 会 社 鎌田 他 、 釜 石 で の 検討) 証 と 普及 策 の 検 
自殺 予防 (岩手 県 精神 保健 福祉 セン ター 黒澤 他 、 宮古 ・ 釜 石 で の 検討 ) 対 
(2) 医 療 資 源 調 査 (3) 効 果 : 実現 性 と 効果 の 高い 具体 的 な 連携 案 の 提示 


【 取 組 ③「 釜 石 市 に お ける モデ ル 事 業 検証 と 普及 策 検討 」、 実 施主 体 : 釜 石 で の 見 守り と 医療 福祉 の 連携 の た 


め の 協 議会 (仮称 ) 】(1) 釜 石 市 の 医療 ・ 福 祉 関係 者 が 、①② を 検証 し 次 段階 の 取り 組み 案 を 検討 実施 取組 ④ 
② 効 果 : 岩 手 県 ・ 岩 手 県 社会 福祉 協議 会 等 福祉 関係 者 の 連携 に 向け た 合意 形成 成果 普及 の た め の 報 告 会 開催 


【 取 組 ④ 「 成 果 普 及 の た め の 報 告 会 開催 」 実施 主体 : 岩 手 県 立 大 学 ・ い わ て 未来 づく り 機構 


〇 釜石 で の 連携 策 の 実践 6 
O 〇 釜 石 で 実証 し た 連携 築 の 、 他 被災 地 で の 検証 と 実践 RE 
〇 医療 ・ 福 祉 の 専門 職 へ の 研修 と 具体 的 な 連携 へ 0 研究 上 (2) 他 被 災 地 で の 検証 と 実践 
(3) 医療 福祉 専門 職 へ の 研修 
具体 的 連携 策 へ 究 江 
〇 安心 し て 「 見 守ら れ 」「 看 取ら れる 」 地 域 Fe RN 
〇 効果 の 高い 包括 的 地域 ケア シス テム の 構築 
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1. 目的 

東日本 大 震 災 津波 の 被災 地 で は 、 社 会 的 孤立 や 自殺 を 予防 する た め の 見 守り シス テム づ 
くり が 喫 監 の 課題 と な っ て いる 。 人 的 な 見 守り は 、 民 生 ・ 児 童 委員 に よる 体制 の 再 構築 や 、 
仮設 住宅 団地 支援 連絡 員 な どの 緊急 的 な み ま も り ・ 見 守り 体制 か ら 復 興 住宅 な ど 新た な 場 
所 で の 見 守り 体制 へ の 移行 な ど 、 新 た な 課題 が 現実 化し て いる 。 ま た 、 外 部 か ら 復 興 支援 
と し て 導入 され た ICT を 活用 し た 見 守り シス テム は 、 住 民 の 情報 リテラ シー 育成 が 不 十分 
で あっ た り 、 地 域 の 見 守り 体制 と つなが っ て いな いな ど 、 継 続 性 に 課題 が ある と ころ が 多 
い 。 

この よう な 背景 を 踏ま え 、 本 研究 会 は 、 被 災 地 を 中 心 と する 社会 的 孤立 や 自殺 を 予防 す 
る た め の 見 守り シス テム づく り を 進め る た め に 、 見 守り シス テム の 実態 把握 を 行い な が ら 
問題 解決 方 法 を 検討 し 実証 する アク ショ ン リ サー チ を 目的 と し て いる 。 
また 、 各 地 の 人 的 な 見 守り ネッ トワ ー ク の 再 構築 、ICT (情報 通信 技術 ) を 活用 し た 見 守 
り シ ステ ム を 包括 する ポー タル サイ ト 構 築 に つい て の 検討 等 を 併せ て 行う も の と する 。 


図 1. 目指 す 目 標 像 :ICT 活 用 見 守り ネッ トワ ー ク 形成 


岩手 県 立 大 学 ・ 岩 手 県 ・ 岩 手 県 社会 福祉 協議 会 
ネッ トワ ー ク 形成 、 生 活 支援 方 策 の 開発 、 見 
守り 人 材 育成 等 の 支援 
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や 資料 検討 を 行う 。 














(3) 見 守り ポー タル サイ ト 構 築 と 実証 実験 


ICT 活用 シス テム の ポー タ ノ 





レ サ イト を 構築 する 。 まず は 、 多 様 な シレ ステ ム が 連携 を と りな 











が ら 稼 働 し て いる 和 釜 石 市 間 住 

















守 を モデ ル と し て 構築 し 、 実証 実験 を 行う 。 その 検証 を 得 て 、 








全 県 的 な ポー タル サイ ト 構 築 の 検討 と 、 合 意 形成 を 行う 。 
(4) 全 県 的 な 見 守り 体制 の 在り 方 検討 
上 記 の 作業 を も と に 、 岩 手 県 全体 の 見 守り 体制 の 在り 方 を 検討 する 。 




























































































































































































































































































































































































































































































4. 工程 
26 年 7 年 
1~3 月 4~6 月 7 へ ~9 月 10~12 月 1~3 月 
見 守り 体制 | 企画 準備 実施 分 析 
実態 調査 
見 守り シス | 企画 事例 把握 調 | 事例 を 対象 | 分析 
テム 実態 調 査 と する 詳 
査 調査 
ポー タル サ | 企画 釜石 に お け | 釜石 に お け | 実証 実験 本 シス テム 
イト 構築 る モデ ル シ | る モデ ル シ の 構想 検討 
ステ ム 構 想 | ステ ム 構 筑 
研究 会 ① キ ッ ク オ | ② 調 査 実施 | ⑤ 調 査 中 間 | ④ 調 査 結果 | ⑤ 調 査 結果 
プ 検討 ・ モ デル | 検討 検討 ・ ポ ー タ | を も と に し 
シス テム 構 ル サ イ ト 中 | た 見 守り 体 
想 検 計 間 検 対 制 の 検討 ・ 
ポー タル サ 
イト 構想 検 
討 
28 年 
4 へ て 6 月 7 へ ~9 月 10~12 月 1~3 月 
見 守り 体制 | 分 析 
実態 調査 
見 守り シス | 分 析 
テム 実態 調 
pa 
ポー タル サ | 本 シス テム | 実証 実験 本 シス テム 
イト 構築 の 構築 の 修正 ・ 稼 働 
研究 会 ⑥ 見 守り 体 | ⑦ ポ ー タ ル | 今後 の 見 |⑨ 今 後 の 課 
制 の 検討 ( 研 | サイ ト の 運 | 守り 体制 整 | 題 整理 
修 実施 や ネ | 用 方 法 検討 | 備 の 検討 ・ 合 
ットワーク 意 形 成 
形成 ) 



































. 活動 費用 
岩手 県 立 大 学 地域 政策 研究 セン ター 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 加速 化 プ ロジ ェクト 
究 費 (3 月 申請 、4 月 審査 、5 月 採択 決定 ) 
内 
ぞ 




















滞 


























ul 






























































手 県 立 大 学 と 帆 ド コモ の 共同 研究 費 
の 他 の 競争 的 資金 獲得 
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6. キックオフ ミー ティ ング 開 人 
① 日 時 : 平成 26 年 2 月 27 日 ( 木 ) 13:30~15:00 
② 場 所 : 岩手 県 立 大 学 ア イー ナ キ ャ ン ペ パス 学習 


















































時 
は 








いわ て 未来 づく り 機 構 か け 橋 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 (26.3.17) 





テー マ : いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の 推進 





座長 : 平野 直 担当 機関 : 岩手 県 











報告 要旨 

平成 25 年 度 は 、 新 た に 活動 拠点 を 盛岡 と 沿岸 4 箇所 (久慈 市 、 宮 古市 、 釜 石 市 、 
陸前 高田 市 ) に 設置 する と と も に 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 配置 し 、① 復 興 支 援 マ ッ チ 
ング 、② 復 興 関連 情報 の 発信 、 ぐ ③ 復 興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 を 行っ た 。 

平成 26 年 1 月 末 の 実績 は 、 

・ 復興 支援 マッ チン グ 132 件 、 支 援 箇所 数 は 502 箇所 (目標 300 件 ) 

・ ポ ー タ ル サ イ ト へ の 記事 掲載 313 件 (目標 900 件 ) 、 閲 覧 数 144,804 回 

・ 沿岸 地 域 で の 交流 会 6 回 (目標 8 回 ) 首都 圏 交流 会 4 回 (目標 5 回 ) 


首都 園 で の 交流 会 で は 、 社内 販売 会 や 社員 食堂 で の メニ ュー 化 な ど 県 産品 の 利用 
拡大 に つなが る 具体 的 な 復興 支援 マッ チン グ が 生ま れ て いる 。 


一 方 、 復 興 支 援 ニ ー ズ の 多様 化 に より 、 地 域 課題 の 解決 に 結び つく ニー ズ を 的 確 
に 把握 し て こと が 難し く な っ て こと や 、 一 部 の 企業 ・ 団 体 で は 復興 支援 の 削減 や 中 
止 の 動き が ある こと 、 マ ス メ デ ィ ア で の 復興 関連 情報 の 発信 が 減少 に より 、 さ ら に 
復興 の 進み 具合 が 伝わり に くく な っ て き て いる 等 の 課題 が 顕在 化し て いる 。 

これ ら の 課題 を 踏ま え 、26 年 度 は 首都 較 で の 企業 訪問 等 に より 支援 の 掘り 起こ し 
を 図る と と も に 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を フル に 活用 し て 情報 発信 と 相談 体制 を 強化 す 
る 。 











平成 25 年 5 月 29 旧作 業 部 会 前 催 (参加 者 : 6 名 ) こ 
・ か け 橋 プロ ジェ クト の 実績 報告 
・ か け 橋 プロ ジェ クト の 取組 み 
・ 作 業 部 会 の 役割 に つい て 

平成 25 年 8 月 7 第 1 回 か け 橋 作業 部 会 開催 (参加 者 : 7 名 ) ※ 作業 部 会 を 改組 
・ か け 橋 プロ ジェ クト の 取組 に つい て 
・ か け 橋 事業 と 他 事業 と の 連携 に つい て 
・ 民 間 支 援 の 活用 に つい て 

アド バイ ザー 会 議 開 催 (参加 者 : 4 名) 

















































































































































































































平成 25 年 11 月 26 ※ 旧作 業 部 会 メン バー を アド バイ ザー に 依頼 
第 2 回 か け 橋 作業 部 会 開催 (参加 者 : 6 名) 
平成 25 年 12 月 18 ・ か け 橋 プロ ジェ クト の 取組 み に つ いて 
・ か け 橋 プロ ジェ クト の 今後 の 取組 み に つ いて 





・ 県 外 か ら の 主 な 支援 提案 に つい て 
・ 産 業 分 野 の コー ディ ー タ ー の 連携 に つい て 
































2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
























































社会 環境 等 の 変化 を 踏ま えな が 1 実績 ・ 成 果 
ら 、 次 の 取組 み を 進め る 。 (1) 復興 支援 の マッ チン グ 

| 盛岡 事務 所 及び 沿岸 サテ ライ ト (4 箇所 ) を 設置 し 
(0 、 傘 夫 二 代 の マウ チマ ンク | て 、 治 岸 地域 の 復興 支援 ニー ズ と 県 内 外 か ら の 復 尋 支 























地元 の 支援 ニー ズ や 県 内 外 か | 援 提案 を コー ディ ネー ト し 、 復 興 支 援 の マッ チン グ を 
ら の 支援 提案 の 把握 と マッ チン | 人 稚 



















































































































































































グ の 促進 | (H26.1.31 現在 ) 
| マッ チン グ 着 手 195 件 
【 目 標 : 支援 箇所 300 箇所 】 | I 2 
| | マッ チン グ 総 数 509 箇所 
(2) 復興 関連 情報 の 発信  (⑫② 復興 関連 情報 の 発信 
県 内 外 か ら の 支援 実績 や 復興 サテ ライ ト で 収集 し た 治 岸 地域 の 現状 や 復興 の 進み 
の 進捗 状況 、 支 援 団 体 等 の 活動 状 貞 合 等 を ポー タル サイ ト や SNS (Facebook、 ツ イッ タ 
況 等 を 発信 | 一) 等 を 通じ て 県 内 外 に 情報 発信 。 
【 目 標 : トピ ックス 掲載 数 900 件 】 (H26.1.81 現在 ) 
サイ ト 等 閲覧 数 144, 804 回 
記事 掲載 数 313 件 
Facebook 閲覧 数 31, 502 回 
ツイ ー ト 数 599 回 




















(3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 (3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 






































































































































県 内 外 の 団体 や 企業 と の 連携 沿岸 4 地域 で それ ぞ れ 交 流 会 を 2 回 ( 計 8 回) 、 首 
体制 の 構築 や 団体 間 の コー ディ | 都 圏 で 企業 向け の 交流 会 を 5 回 開催 (予定 ) し な が ら 、 
ラド | 復興 支援 の 円 滑 化 に 向け た ネッ トワ ー ク 形成 に 着手 。 
【 目 標 交流 会 開催 数 計 13 回 】 | (H26. 1. 31 現在 ) 

東京 交流 会 4 回 
沿岸 地区 交流 会 6 回 
2 課題 
 ・ 復 興 支 援 ニ ー ズ が 多様 化し て お り 、 地 域 課題 の 解決 に 


























結び つく ニー ズ を 的 確 に 把握 し て こと が 難し く な っ て 
き て いる 。 
・ 復 興 関連 情報 の メデ ィ ア 発信 が 減少 し 、 更 に 県 内 外 に 
対 し て 復興 の 進み 具合 が 伝わり に くく な っ て き て い 
| る 。 
| ・ 各 地域 で 復興 の 進み 具合 に 差 が ある た め 、 復 興 支 援 ネ 
| ットワーク に 対す る 必要 性 も 異な り 、 ネ ットワーク 化 
が 難し い 地 域 が ある 。 











































































































の 削減 や 
いく 必要 2 

















止 の 動き が あり 、 復 興 支 援 の 継続 を 訴え て 
* あ る 。 














3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 


(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

















で の マッ チン グ を 実現 。 
【 支 援 箇所 数 300 箇所 】 


’ 





ハハ 過 


台 岸 地域 の 現状 や 復興 の 進み 具合 を 体系 的 に 情報 発信 。 




















復興 支援 ニー ズ を 的 確 に 把握 する と と も に 、 交 流 会 等 を 通じ て 支援 者 を 募り 、 被 災 地 








【 テ ー マ 設 定 5 テー マ 以 上 、 復 興 ト ピッ クス 360 件 】 
復興 支援 を 速やか に 実現 で きる よう 県 内 外 で の ネッ トワ ー ク を 強化 。 
【 沿 岸 交流 会 4 地域 各 2 回 、 東 京 交流 会 4 回 、 計 12 回 】 

(2) 活動 計画 


① プロ ジェ クト の 進め 方 等 を 検討 ・ 助 言 の た め 、 作 業 部 会 と アド バイ ザー 会 議 を 開催 。 





























② コー ディ ネー ター を 活用 し 、 復 興 文 援 マ ッ チ ング や 復興 関連 の 情報 発信 、 復 興 文 援 ネ 


ツ 


③ 首都 園 で の 支援 の 掘り 起こ し の た め 、 情 報 発信 ・ 相 談 体 制 を 強化 。 


ワー ク の 強化 を 継続 実施 。 
































都 圏 で 企業 訪問 等 を 行い 、 プ ロジ ェ ク 


















































情報 発信 と 相談 ・ 調 整 を 行う スタ ッ フ を 



































及び 個別 案件 を 紹介 。 
事務 局 に 配置 。 









































いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 
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報 右 書 


平成 26 年 1 月 





岩手 県 政 融 地域 部 
いわ て 未来 づく り 機 構 いわ て 三陸 


事業 受託 者 公益 社団 法人 助け あい ジャ パン 復興 の か け 橋 





| : 


いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 活動 レポ ー ト (平成 26 年 1 月 ) 





ACTIVITY REPORT2014 Jonuory 


復興 支援 の マッ チン グ 


平成 26 年 1 月 の 復興 支援 マッ チン グ ク 実 績 は 、「 相 設 件 数 」 が 28 件 、「 マ ッ チ ング 着手 」 が 28 件 、「 マ ッ チ 
ング 完了 」 が 15 件 、 実 際 に 支援 が 行わ れ た 「 支 援 箇所 数 」 は 108 箇 所 と な っ て いる 。 支援 箇所 数 の 本 年 度 団 計 
は 509 箇 所 。 


〇 久慈 市 で の 「 子 育て 支援 事業 開所 」 に 伴い 、NPO 法 人 サロ ン た ぐ ざき りか ら 必 要 備 品 の 支援 の 要請 が あり 、 一 
般 社 団 法 人 SAVE IWATE か ら 空 気 清浄 機 1 台 、 社 会 福祉 法人 読売 光 と 愛 の 事業 団 か ら ス トー ブ 、 ハ ロ ゲ ン 
ヒー ター の 購入 費用 の 支援 が 決定 し まし た 。 (1 月 ) 


〇 日 本 圧着 端子 製造 株 式 会 社 か ら 事 務 用 デス ク と 椅子 (中 古 ) の 提案 が あり 、 沿 岸部 の NPO、 復興 支援 団体 等 
16 団 体 に 43 セ ッ ト の 寄贈 が 行わ れ ま し た 。 (1 月 ) 


〇 公益 財団 法人 共生 地域 創造 財団 か ら ス ポー ツ 飲 料 の 支援 先 選 定 の 提案 が あり 、 倒 石 市 の 中 学校 運動 部 や ス 
ポー ツ 少 年 団 な ど へ の マッ チン グ が 決定 し まし た 。 (1 月 ) 


相談 件 数 

マッ チン グ 着手 45 63 

マッ チン グ 完 了 22 54 

支援 入所 数 34 180 三陸 
取り 下げ ・ 不 達成 3 14 








: いわ て 三陸 
※4 月 に は 前 年 度 か ら の 引継 件 数 を 含む 復興 の か け 橋 








いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 活動 レポ ー ト ( 平成 26 年 1 月 ) 





主 な マッ チン ク 実 績 (支援 提案 ) 


考案 内 容 と マッ チン グ 結 果 


〇 コン サー ト 収 益金 の 寄付 


プリ ン セ ス プリン セス の コン サー ト 収 益金 (5GO00 万 円 ) を 、 被 災 地 の 看護 の 仕事 に 携 わ 
る 訪 々 ④、 看 護 の 仕事 を 志す 苦い 訪 々 を 応援 する 事業 に 役立て て ほし いと の 提案 を いた 
だ き 、 県 が 実施 する 3 つの 事業 に 充当 する こと が 決定 し まし た 。 























〇 リユース プロ ジェ クタ の 寄付 


プロ ジェ クタ の LED 化 に 伴っ て 生じ る プロ ジェ クタ (リユース ) 寄贈 の 提案 を いた だ き 、 
受け 入れ を 希望 する 地域 公民 館 や 自治 体 、NPO 等 、 約 8O 団 体 へ 提供 が 決定 し まし た 。 




















〇 スポ ー ツ 用 アン ダー シャ ツ の 寄付 


スポ ー ツ アン ダー シャ ツ ( 約 400O 枚 ) の 寄付 の 提案 を いた だ き 、 沿岸 地区 の 小 中 学 校 
運動 部 ( 約 8O 校 ) へ 寄贈 し まし た 。 





O 〇 体験 型 謎 解き ゲー ム の 実施 支援 


武蔵 野市 で 実績 の ある 「 体 験 型 謎 解き ゲー ム 」 を 県 内 ・ 沿 岸 地 区 で の 開催 支援 の 提案 が 
あり 、 陸 前 高田 市 内 で の 開催 に 向け 調整 が スタ ー ト し まし た 。 








〇 事務 用 デス ク ・ 椅 子 の 支援 


事務 用 デス ク と 椅子 の 寄付 の 提案 を いた だ き 、 沿 岸 地区 の NPO や 復興 支援 
体 へ 43 セ ッ ト 寄 贈 し まし た 。 
































ACTIVITY REPORT2014 Januory 


支援 者 と 支援 先 等 


ロッ ク バ ンド 「 プ リン セス プリ ン セ ス 」 
(NPO 法 人 ポイ ント グリ ー ン 推進 環境 会 議 ) 




















岩手 県 の 事業 
護 師 等 修学 資金 貸付 金 
・ 岩 手 県 ナー ス セ ンタ ー 事 

護 師 等 養成 所 施設 整備 









































受入 を 希望 する 地域 公民 館 や 自治 会 、NPO 等 
( 約 8O 団 体 ) 























沿岸 地区 の 小 中 学 校 運動 部 ( 約 8O 校 ) 














日 本 圧着 端子 製造 帆 ( 大 阪 府 























沿岸 地区 の NPO、 復 興 支 援 団体 等 (16 
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王 な マッ チン ング ク 実 績 (支援 要請 


要請 内 容 と マッ チン グ 結 果 


O 水 上 バイ ク の 支援 


沿岸 市 町 村 か ら 非 常時 ④ 防 秋 訓 練 に 活用 する 水上 バイ ク の 支援 要請 を いた だ き 、 
川崎 重工 業 (株 ) から 宮古 市 と 山田 町 へ 水上 バイ ク 各 1 台 の 支援 が 決定 し まし た 。 






































〇 ガス 炊飯 器 の 支援 


非常 時 の 炊き 出し 等 に 活用 する ガス 炊飯 器 の 支援 要請 を いた だ き 、 日 本 ガス 石油 
機器 工業 会 か ら ガ ス 炊 飯 器 ( ら 尋 炊 、2 台 ) の 支援 が 決定 し まし た 。 
































〇 生活 再建 相談 用 の パソ コン の 支援 
生活 再建 相談 の 亡 が 閲覧 に 使用 する パソ コン の 支援 要請 を いた だ き 、 ふ ん ば ろう 
東日本 支援 プロ ジェ クト か ら パ ソコ ン 2 台 の 支援 が 決定 し まし た 。 



































〇 首都 園 で の 野菜 販売 の 支援 

被災 者 の 生活 不 活発 病 巴 防 プ ロジ ェクト で 栽培 し た 野菜 を 首都 園 で 販売 し た いと 
の 要請 を いた だ き 、 和 首都 圏 で 販売 会 等 を 行っ て いる も りお か が 復興 ステ ーション 東 
京 支部 に マッ チン グ を 行い まし た 。 






































〇 ども の 心 の ケア に 係わる イベ ント の 支援 


山田 町 内 の 保育 園 等 か ら 子供 た ちの 躍 の ケア の た め の イ ベン ト (人 形 劇 、 マ ジッ 
クシ ョ ー、 演 劇 等 ) 開催 の 要請 が あり 、 県 内 団体 と の マッ チン グ を 行い まし た 。 




































































〇 育て 支援 事業 開所 に 伴う 備品 の 支援 
新た に 解説 し た 「 子 ども 一 時 預かり 所 」 で の 必要 備品 の 支援 要請 を いた だ き 、 
寿 用 ファ ン ヒ ー タ ー1 台 、 ハ ロ ゲ ン ヒー ター1 台 、 掃 除 機 1 台 、 空 気 清浄 器 1 台 、 
ノー ト パ ソ コン 1 台 の 支援 が 決定 し まし た 。 










































































〇 復興 遍 援 地域 通貨 事業 の 支援 
本 格 的 事業 を 行う た め の 事 務 所 f 
福祉 協議 会 な ど に マッ チン グ を 行い ま の 
































支援 者 と 支援 先 等 



























































、 織 笠 保 
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、 豊 間 根 保育 


















































(公益 ) さわ や か 福祉 財 











、 山 田 幼稚 











・ て ( 社 福 ) 読売 


、 わ か ば 幼稚 





、 船 直 














日 台 





光 と 愛 の 事業 団 
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本 議 2 復員 支援 の 情報 発信 


〇 動画 を 活用 し て 、 岩 手 県 内 の 復興 に 向け た 取組 みや 県 内 外 か ら の 復興 支援 の 
状況 等 を 発信 し て いま す (1 月末 現在 : 26 本 掲載 ) 。 


〇 フェ イス ブッ ク 、 ツ イッ ター を 活用 し て 、 拡 散 力 の ある 情報 発信 に 取り 組ん 














で いま す 。 
| = | 
半期 半期 半期 ( き 復 具 の 進み 具合 作れ か ら で す 、 のび 。 和 放 に ん で いま す 。 由 
サイ ト ア クセ ス 数 6.923 11, 991 11, 355 4, 415 ーー ーー ドー 
果 計 6.923 18.914 30, 269 34, 684 RR 
サイ トペ ー ジ ビュ ーー 数 ※1 31, 573 49, 300 45, 998 17, 933 
黒 計 31, 573 80, 873 126, 871 144, 804 ーー テー テー 
復興 トピ ックス 掲載 数 50 146 100 17 : 
宮 Sp = = 
昧 計 50 196 296 313 ーー 
ツイ ー ト 数 ※2 141 215 179 64 
果 計 141 356 535 599 の 
ツイ ッ タ ー フ ォ ロ ワー 数 1.368 1.519 1.588 1.626 を - 
Ga pe 
フェ イス ブッ ク 記 事 閲覧 数 ※2 2.895 11, 479 11, 030 6.098 | a 
フェ イス ブッ ク に よる 発信 
果 計 2.895 14, 374 25. 404 31.502 
メル マガ 読者 数 450 513 613 665 
※1 サイ トペ ー ジ ビュ ー は 、 ポ ー タ ル サ イ ト PV、FB 閲 覧 数 、Youtube 視 聴 数 の 合計 三陸 
※2 ツイ ッ タ ー、FB は 、5/13 よ り 運 用 開始 ra 
いわ て 三陸 
復興 の か け 橋 
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半生 っ 簡 財 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 


〇 平成 26 年 1 月 15 日 久 張 地区 、1 月 24 日 釜石 ・ 大 樋 地区 で 「 地 域 ネ ッ ト ワ ー 
ク の 構築 」 を 目指 し て 「 沿 岸 交 流 会 」 を 開催 し まし た 。 
(本 年 度 沿岸 4 地区 で 計 8 回 開催 予定 ) 


〇 平成 26 年 1 月 3O 日 、 首 都 半 で の 企業 や 団体 と の 交流 拡大 を 目的 に し た 「 第 
4 回 いわ て ※ ぶ 東京 マッ チン グ 交 流 会 」 を 開催 し まし た 。 
(お お お ね 2 ヶ月 に 1 回 程度 開催 予定 ) 
次 回 の 東京 交流 会 は 、 平 成 26 年 3 月 19 日 に 開催 予定 。 





ツテ ベ バ 去 人 で 
| 泊 主 父 流 去 


日 時 平成 26 年 1 月 15 日 ( 金 ) 13 時 30 分 ~ 

場 所 久慈 地区 合同 庁舎 (久慈 市 八 日 町 ) 

参加 者 19 名 

名 称 第 2 回 久慈 地区 沿岸 交流 会 

次 第 ・NPO 等 が 活用 で きる 情報 紹介 
・ マ ッ チ ング に 関す る 個別 相談 会 

日 時 平成 26 年 1 月 24 日 ( 金 ) 16 時 > 

場 所 岩手 大 学 三陸 復興 推進 機構 釜 サ テラ イト (釜石 市 平田 ) 

参加 者 19 名 

名 称 第 2 回 釜石 ・ 大 横地 区 沿岸 交 流 会 

次 第 ・ 首 都 園 で の 復興 支援 を 取り 巻く 環境 の 変化 
・ 復 興 支 援 を 引き 出す 情報 発信 の コツ な ど 


画 沿岸 交流 会 開催 実績 





講師 と ワー クシ ョ ッ プ の 結果 















































開催 日 開催 場所 テー マ 等 参加 数 開催 日 開催 場所 テー マ 等 参加 数 
平成 25 年 6 月 25 日 釜石 市 情報 発信 15 名 平成 25 年 10 月 3 日 久慈 市 地域 ネッ トワ ー ク の 構築 | 33 名 
平成 25 年 8 月 2 日 宮古 市 地域 ネッ トワ ー ク の 構築 48 名 平成 26 年 1 月 15 日 久慈 市 地域 ネッ トワ ー ク の 構築 | 19 名 
平成 25 年 9 月 24 日 大 船渡 市 | 交流 人 口 の 増加 32 名 平成 26 年 1 月 24 日 釜石 市 地域 ネッ トワ ー ク の 構築 | 19 名 
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| 東京 交流 会 





日 時 平成 26 年 1 月 3O 日 ( 木 ) 16 時 ~ 

場 所 dream design 内 イベ ント スペ ー ス (東京 都 港 区 ) 

参加 者 24 団 体 ・ 社 

名 称 いわ て ※ ぶ 東京 復興 支援 マッ チン グ 交 流 会 

テー マ 社内 活動 に 岩手 の 商 材 を ! 
2014 年 も 法人 が 関わ り 続 ける 復興 へ の 取組 み 

次 第 ・「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 紹介 
・ 岩 手 県 産品 の 利用 拡大 へ の 支援 等 
・ ワ ー ク ショ ッ プ 、 相 談 会 

結 果 被災 地 商品 アメ ニテ ィ と し て の 利用 め 社 内 販売 会 な ど 、 着 手 し や ぶす い 復 
興 支 援 の 方法 を 提案 し た と ころ 、 数 社 か ら 「 被 災 地 商品 の 販売 会 を 企画 
し た い 」 な どの 相談 が あり まし た 。 


画 次 回 の 東京 交流 会 
日 時 平成 26 年 3 月 19 日 ( 水 ) 16 時 て 
場所 dream design 内 イベ ント スペ ー ス (東京 都 港 区 ) 
次 第 (予定 ) ・「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 紹介 
・ ワ ー ク ショ ッ プ 、 相 談 会 
































開催 日 開催 場所 テー マ 等 参加 数 
平成 25 年 6 月 26 日 29 社 ・ 団 体 
平成 25 年 8 月 27 晶 喜 マ ッ チ ング 会 | 12 社 ・ 団 体 
東京 都 洪 区 | "つて を マウ メン ン 革 
平成 25 年 1 1 月 15 日 MM 16 社 ・ 団 体 
平成 26 年 1 月 30 晶 24 社 ・ 団 体 いわ て 三陸 























復興 の か け 橋 
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骨 | ネッ トワ ー ク 会 議 等 へ の 定期 的 参加 


〇 陸前 高田 市 まち づく り プ プラットフォーム 
〇 大 船 洪 アク ショ ン ネ ットワーク 会 議 

〇 釜石 地域 連絡 協議 会 

〇 情報 共有 会 (大 棚町 ) 


陸前 高田 市 複 回 支 援 ・ ま ち づ く り の 情報 ポー タル サイ ト 


知 


5 選 秩 共 | VE 


まち づく ぐ くり プ ブ プラットフォーム 
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岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 


〒020-8570 岩手 県 盛岡 市 内 丸 10-1 
TEL : 019-629-5215 FAX : 019-629-5254 
E-mail : AAO001@pref. iwate. jp 


公益 社団 法人 助け あい ジャ パン 


E-mail : tji.kakehashi@gmail. com 
TEL : 080-3526-4189 (盛岡 事務 所 ) 









人 ee 大 毅 注 アク ショ ン ネ ットワーク oua 


eat cin ok 





大 船渡 アク ショ ン ネ ットワーク 


いわ て 未来 づく り 機 構 観光 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (26.3.17) 


テー マ : 岩手 県 の 観光 の 推進 に つい て 
座長 : 廣 田 淳 担当 機関 : 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 











平成 25 年 度 の 作業 部 会 は 、 各 団体 が 積極 的 に 連携 を と りな が ら 行 動 を 展開 する こ 
さと し た 。 
① I LC の 実現 に 向け て 、 普 及 ・ 啓 発 活動 、 調 査 ・ 研 究 活動 、 要 望 ・ 提 言 活動 に 積 
極 的 に 取り 組ん で きた 。 
特に も 、 昨 年 4 月 に は 岩手 県 ILC 推進 協議 会 と し て 、 行 政 、 経 済 、 報 道 関係 者 総 
勢 35 名 で ジュ ネー ブ : CERN を 訪問 し 、 北上 山地 の アビ ピー ル を 行う と と も に 国際 
究 都 市 形成 に 向け た 受け 入れ 体制 の 整備 に つい て 調査 を 実施 し た こと は 、 そ の 後 
の ILC 立地 評価 会 議 の 決定 、 官 民 連 携 や 岩手 県 民 の ILC に 対す る 機運 の 醸成 に 大 き 
な 弾み が つい た 。 
引き 続き 講演 会 、 要 望 ・ 提 言 
活動 を 開始 し て いる 。 
昨年 12 月 に は 、 盛 岡 商工 会 議 所 に 「ILC 実現 検討 会 議 」 を 設置 し 、 受 入れ 体制 整 
備 へ の 具体 的 事項 に つい て 検討 を 進め て いる 。 
② コン ベン ショ ン 活 動 に お いて は 、 岩手 経済 同友 会 、 盛岡 商工 会 議 所 に お いて 、 
国 規模 の 大 会 を 実施 し た 。 全 国 の 皆様 ( に 発 災 か ら 今 まで の 支援 へ の 感謝 、 復 興 の 現 
状 を 理解 いた だ いた こと 、 そ し て 岩手 の お も て な し を 十分 に 感じ て いた だ き 、 中 身 
の ある 充実 し た 大 会 と な っ た 。 
③ 花巻 空港 の 利用 促進 に お いて は 、 台 湾 と の 定期 チャ ー タ ー 便 の 開設 実現 に 向け 
て 、 達 増 知事 の トッ プ セ ー ル ス に 民間 の 立場 か ら 参加 する な ど 、 官 民 連 携 し て 取り 
組ん だ 。 
④ 県 北 観 光 の 推進 に お いて は 、 全国 的 ブー ム と な っ た “あま ちゃ ん ” を 最大 の チャ 
ンス と 捉え 、 コ ン ベ ン ショ ン 開 催 時 の “ じ ぇ え じ ぇ バッ チ ” の 提供 な ど 県 北 観 光 の 推 

に 取り 組ん だ 。 
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等 、 誘 致 か ら 『 実 現 』 に 向け て ステ ー ジ アッ プ し た 
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観光 作業 部 会 と し て は 、 平成 25 年 度 で 終了 し 、 平成 26 年 度 以降 に つい て は 、 ILC 
を 始め と し た 活動 を 各 団 体 が 連携 し て 展開 し て いく こと と する 。 


























1 . 平成 25 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 


・ 部 会 と し て の 活動 は な し 。 























2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 

ME 還 、 、 7 よ 07 店 | 本 
① 国際 リニア コラ イダ ー 計 画 25.8.23 ILC 立地 評価 会 議 に お いて 、 北 上 サイ ト 
(ILC) の 誘致 活動 | が 国内 候補 地 と し て 最適 で ある と 発表 され 、 誘 

か ら 実 現に 向け た 活動 に ステ ー ジ アッ プ 。 








| (1) 普及 ・ 啓 発 活動 

| ① 講演 会 開催 事業 

| ② 普及 啓発 用 リー フレ ッ ト の 作成 

|1⑧ DVD 作成 に よる 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 へ の 寄贈 
| ④ 横断 幕 、 の ぼり 、 卓 上 の ぼり 、 ポ スタ ー 等 の 
| 作成 ・ 配 付 

| ⑥ HP を 活用 し た 情報 発信 

|⑥ 新聞 ・TV・ ラ ジオ に よる ILC 特集 へ の 広告 協 
| 著 

| (2) 調査 ・ 研 究 活動 
| ① CERN 視察 

| 4 月 10 日 て 15 日 上 野 副 知事 を は じ め 総 勢 35 名 
二 上 0 ピー ル や 国際 学術 研究 都市 形成 に 向け た 
受け 入れ 体制 の 整備 に つい て 調査 ・ 研 究 を 実施 し 














































































































I 
| ② イン ター ナシ ョ ナル スク ー ル 幕張 視察 

| (3) 要望 ・ 提 言 活動 

| ① 青 森 ・ 秋 田 ・ 北 海道 知事 等 の 訪問 

| @② 河 村 議 連 会 長 等 政府 要 人 へ の 要望 

| ⑨ 復 興 庁 、 中 小 企業 庁 、 地 元 選出 国会 議員 へ の 復 
| 興 要望 と ILC 要望 

| ④ LCC メン バー 視察 (10.17) に 伴う レセ プシ ョ 
| ン の 開催 

1⑥ LCC コミュニケー ター 視察 に 伴う レセ ャ プション 
| の 開催 

| (4) 産学 官民 連携 の 強化 

の ① 地 元 三 大 学 学長 と の 懇談 会 の 開催 

| (5) 受け 入れ 体制 の 整備 

| 昨年 12 月 25 日 、 盛 岡 商工 会 議 所 に ILC 実現 検 
| 討 会 議 を 設置 し 、 受 入れ 体制 の 整備 に 向け 具体 的 
| 事項 に つい て 検討 を 始め て いる 。 


















































② コン ベン ショ ン 活 重 5 月 23 日 ご 24 日 岩手 経済 同友 会 
| 「 全 国 経済 同友 会 シミ ナー」 
| 約 1000 名 

















| 7 月 4 日 て 6 日 盛岡 商工 会 議 所 / 岩 手 県 連合 会 
「 全 国 商工 会 議 所 観光 振興 大 会 いわ て 大 会 2013」 
~~ 復興 を 推進 する 交流 観光 へ 

_O 分 科 会 500 名 
| A コ ー ス (大 船渡 ) 78 名 、B コー ス (釜石 ) 81 名 
| C コー ス (宮古 ) 106 名 、D コー ス (久慈 ) 53 名 
| BE コー ス (気仙 沼 ) 182 名 
| 〇 本 大 会 _ 1137 名 
































③ 花巻 空港 の 国際 便 就 航 | 4 月 21 日 25 日 に 実施 され た 台湾 へ の 達 増 岩手 
| 県 知事 の トッ プ セ ー ル ス に 商工 会 議 所 役員 も 民間 
| の 立場 か ら 参 加 し た 。 

| また 、 平 成 26 年 度 の 定期 チャ ー タ ー 便 運航 に 向 
| け て 、 イ ン バ ウ ンド の みな ら ず アウ トバ ウン ド の 
| 実績 も 課題 の 一 つ で あり 、 県 内 商工 会 議 所 や 各 団 































































































体 と 連携 し て 取り 組む 。 
④ 県 北 観光 の 推進 “あま ちゃ ん ” を 最大 の チャ ンス と 捉え 、 継 続 的 














| な 観光 の 推進 に 取り 組ん だ 。 








3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 








・ 平 成 25 年 度 で 部 会 と し て の 活動 は 終了 。 
平成 25 年 度 主 な 活動 と し た 4 項目 に つい て は 、 引 き 続 き 各 団体 が 積極 的 に 連携 し 
て 取り 組ん で いく 。 





























いわ て 未来 づく り 機 構 
東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 (26.3.17) 


テー マ : 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 運営 
座長 : 佐藤 達哉 担当 機関 : 由 岩 手 銀行 











報告 要旨 

平成 25 年 度 は 、 釜 石 ・ 大 船渡 両市 に お いて 、『 人 づく り 』 の た め の 人 材 育成 道場 
を 開設 ・ 運 営 する 取組 み を 行い 、2 つ プ ログ ラム を 企画 ・ 実 施し まし た 。 

1 つ 目 は 次 代 を 担う 若手 経営 者 ・ 事 業 家 を 対象 と し た 「 未 来 創造 塾 」 で す 。 マ ッ 
キン ゼー を 始め 専門 家 に よる 学び や 、 個 別 事業 メン タリ ング に よる 対話 と 気付 き を 
通し て 、3 月 1 日 、2 日 の 卒 塾 式 で は 、 塾生 が 半年 間 に 互 り 磨 き 上 げ て きた 事業 構想 
を 発表 し まし た 。 成果 は 今後 の 彼ら 行動 に より 顕在 化し て くる と 思わ れ ま す が 、 塾 
生 が リー ダー シッ プ を 発揮 し 、 地 域 も 一 体 と な っ て 、 そ れ ぞ れ が 復興 の 担い 手 と し 
て 未来 を 拓 こ うと いう 雰囲気 が 今後 ます ます 醸成 され て いく こと が 期待 で きま す 。 

2 つ 目 は ビジ ネス ・ ソ ー シ ャ ル を 間 わ ず 広 ぐ く 一般 市 民 を 対象 と し た 「 未 来 創造 フ 
ォ ー ラ ム (公開 フォ ー ラ ム ) 」 で す 。 様々 な 分 野 の 第 一 線 で 活躍 され て いる 講師 の 
話 に 、 遠 く は 田野 畑村 や 盛岡 市 な ど 、 多 く の 参 加 者 が 耳 を 傾け 、 刺 激 を 受け た こと 
が 成果 で す 。 

一 方 、 講 師 の 日 程 確 保 が 難し く 、 後 半 の スネ スケジュー ル が 確定 し な いま ま 誤 生 募 集 
を 余儀 な くさ れ た 結果 、 塾 生 の 参加 率 が 芳しく な いと いっ た 課題 も 残り まし た 。 

25 年 度 の 成果 と 課題 を 踏ま え 、26 年 度 は 地域 で 様々 ある 人 材 育成 関連 の 企画 を 調 
査 ・ 把 握 し 、 マ ッ ピ ング する こと に より 人 材 発掘 に 活用 する と と も に 、 第 一 期末 来 
創造 塾 の 「 卒 塾生 に 対す る 継続 支援 」 を 行い ます 。 ま た 「 第 二 期 未 来 創造 塾 」、 著 
名 人 を 招 了 鴨 し た 「 未 来 創造 フォ ー ラ ム 」、 な ら び に 今年 度 調整 が つか ず に 実施 で き 
な か っ た 地域 を 代表 する 経営 者 ・ 事 業 家 を 対象 と し た 「 エ グ ゼ クティ ブ ・ コ ー チ ン 
グ 」 を 実施 する 計画 で あり 、 創 造 的 復興 に 向け て 地域 を 牽引 する リー ダー を より 多 
く 輩 出す る こと を 目標 と し て 、 活 動 し て いき ます 。 
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了 1 . 平成 25 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 
く 第 1 回 作業 部 会 > 
(1) 6 月 13 ( 木 ) 15 時 て 16 時 半 
(2) 18 名 (参画 機関 9 名 、 オ ブザー バー6 名 、 事 務 局 3 名) 
( 3) 検討 内 容 
① 作 業 部 会 の 立 上 げ 趣旨 お よび 部 会 の 位置 付け の 説明 
② 作 業 部 会 メン バー の 紹介 
③ 作 業 部 会 の 活動 内 容 の 説明 (東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 活動 お よび 本 部 会 の 役割 て 
塾生 の 紹介 依頼 、 協 力 機 関 へ の 折衝 支援 
④ 未 来 創造 塾 (若手 事業 家 向 け 人 材 育成 道場 ) の カリ キュ ラム お よび 開講 に 向け た 活動 の 
































































































































説明 

(4) 成果 (アウ ト プ ッ ト ) 

① 上 記 項 目 に つい て 、 東 北 未 来 創造 イニ シア ティ ブ が 展開 を 予定 し て いる 人 材 育 成道 場 に 
対し て 理解 を 深め る と 共に 、 企 画 ・ 運 営 の 実務 を 担う 現場 (出向 者 ) の ニー ズ を 踏ま え 、 

参加 機関 が どの よう な 支援 が で きる か を 意見 交換 し た 。 

② 部 会 で は 、 出 向 者 か ら 道 場 運 営 に 対す る 課題 や 要望 を 吸い 上 げ 、 部 会 メン バー が それ に 
対し て フィ ー ド バッ ク を 行い な が ら 、 事 務 局 が 具体 的 な 支援 策 を 打ち 出し 、 よ り 多 く の 
リー ダー を 慕 出 すべ く 、 人 材 育 成道 場 を 行う こと を 合意 し た 。 

< 第 2 回 作業 部 会 > 

(1) 10 月 30 日 ( 水 ) 13 時 半 ~15 時 

(2) 21 名 (参画 機関 10 名 、 オ プ ブザー バー8 名 、 事 務 局 3 名 ) 

(3) 検討 内 容 

① 釜 石 大 船渡 人 材 育 成道 場 「 未 来 創造 塾 (25 年 8 月 開講 )」 の 活動 報告 
② 人 材 育 成道 場 4 つ の プロ グラ ム の 検討 状況 説明 (公開 形式 の 未来 創造 フォ ー ラ ム 等 ) 
③ 未 来 創造 塾 の 第 一 期 卒 塾生 に 対す る 支援 策 の 検討 

(4) 成果 (アウ ト プ ッ ト ) 
NR A Es 未来 創造 塾 が 開催 地 の 竹 石 ・ 大 船渡 の 両市 に と とどまら ず 、 

近隣 地域 か ら も 塾生 を 集め て スタ ー ト で きた 。 

② 新 た に 実施 され る 未来 創造 フォ ー ラ ム に つい て 、 受 講 者 募集 に あたり 、 声 掛け 等 の 
協力 を メン バー 各 機 関 か ら 取 り 付 ける こと が で きた 。 

⑨③ 卒 塾生 に 対す る 支援 人 策 に つい て 、 各 機関 の 取組 紹介 、 起業 支援 コー ディ ネー ター の 活用 、 
セク ター 連携 で 事業 者 に 寄り 添う トー タル 支援 、 成 功 事 例 の 共有 な ど 、 活 発 な 議論 
が な され た 。 こ うし た 意見 や 要望 を 中 まえ 、 事 業者 支援 策 を 講じ る こと で 合意 し た 。 






























































































































































































































































































































































































































































2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 












































































































































































































































ee H25 事業 計画 " | H25 事 業 実績 ・ 成 果 ・ 課 題 " 
(1) 人 材 育 成 成 
①25 年 上 期 | 上 期 
・ 実 践 行動 型 人 材 育成 道場 「 未 | ・25 年 8 月 「 未 来 創造 塾 」 開 講 。22 名 の 塾生 が 参加 
来 創造 勤 」 の 開設 と 運営 | し 、26 年 3 月 卒 塾 式 (事業 構想 プレ ゼン ) に 向け 
②25 年 下期 | て 活動 中 で ある 。 
「 公 開 フォ ー ラ ム 」 の 開催 |  ・ 専 門 家 の ワー クシ ョ ッ プ (月 1 へ 2 回 ) 、 専 門 家 お 
「 エ ク ゼ クティ プ ・ コ ー チ ン | よび 出向 者 に よる 個別 ・ 遠 隔 メン タリ ング (月 2~ 
グ 」 の 開催 | 3 回 ) を 実施 。 勉強 会 で の 学び を 取り 入れ 、 塾 生 の 
「 自 立 ・ 起 業 塾 」 の 開催 。 | 事業 構想 書 を 磨き あげ て いる 
|  @25 年 下期 
・11 月 釜石 、12 月 大 船渡 で 「 公 開 フ ォ ー ラ ム 」 を 2 









































回 実施 。 総勢 100 名 の 聴講 者 ・ マ スコ ミ で 盛会 理 に 
開催 。 
・「 エ ク ゼ クティ ブ ・ コ ー チ ング 」 は 26 年 3 月 開催 
に 向け て 検討 し た が 、 諸 事情 に より 26 年 度 に 延期 。 
「 自 立 ・ 起 業 塾 」 は 、 ソ ー シ ャ ケル 分 野 で 検討 中 。 


































































































a. 事業 繁忙 に より 塾生 の 参加 率 が 芳しく な いこ と 
(補講 対応 する も 、 時 間 確 保 と 質 の 担保 が 難し い ) 
b. 講師 陣 の 日 程 調整 が 難し いこ と 

(当初 想定 し て いた カリ キュ ラム が 変更 と な る ) 
ce. 人 材 発掘 が 難し いこ と 




















































































































3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 一 人 材 育 成 に 取組 み 、 よ り 多 く の 地 域 リ ー ダ ー を 養成 ・ 輩 出す る ~ 
① 第 1 期 ・ 末 来 創 造 塾 の 卒 享 生 に 対す る 継続 支援 
・ 部 会 参画 機関 お よび いわ て 未来 づく り 機 構 の 構成 58 機関 が セク ター 連携 し 、 得 意 分 野 
で 支援 し な が ら 、 下 記 の 実践 的 な 取組 み を 推進 する 。 
・ 販 路 拡大 支援 (ビジ ネス マッ チン グ ) 、 専 門 家 紹介 (派遣 ) 、 フ ァ イ ナ ンス 支援 、 補 助 
金 制度 紹介 、 課 題 解決 支援 (ソリ ュー ショ ン ) 、 事 業 承 継 、M&A 支 援 。 いわ て 新 事 業 
eS NO 等 。 
② 人 材 育 成道 場 の 継続 開催 
・25 年 度 実現 し な か っ た 「 エ ク ゼ クティ ブ ・ コ ー チ ング 」 の 開催 (26 年 度 中 
・ 第 2 期 ・ 未 来 創造 塾 の 開催 (26 年 7 月 頃 ) 
・ 公 開 フ ォ ー ラ ム (著名 な 講師 陣 を 招 聴 し 、 広 く 地 域 の 方 々 に 聴講 いた だ く ) 
③ 地 域 主催 者 と し て 、25 年 度 よ り も 道場 運営 に 積極 的 に 関わ る 人 と 機会 を 増やす 。 
・ 東 北 未 来 創造 イニ シア ティ ブ の 活動 は 残り 3 年 間 。 地域 に 運営 クノ ウ ハウ を 定着 化 さ せる 
に は 、 出 向 者 だ け で は な く 、 参 画 機関 の 担当 者 が 取り 組む 必要 が ある 。 
・ 東 北 未 来 創造 イニ シア ティ ブ 撤 退 後 も 、 機 構 あ る い は 行政 が 受け 皿 と な り 、 人 材 育成 に 
取組 め る よう ノウ ハツ ウ を 薔 積 する と 共に 連携 を 強化 する 。 
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(2) 活動 計画 
・ 平 成 26 年 3 月 1 日 釜石 人 材 育 成道 場 「 未 来 創造 事 」 卒 事 式 
・ 平 成 26 年 3 月 2 日 大 船渡 人 材 育成 道場 「 未 来 創造 地 」 卒 熱 式 、 大 船渡 未来 創造 会 議 
・ 平 成 26 年 4 月 「 第 2 期 ・ 未 来 創 造 塾 」 塾生 募 集 開 始 
・ 平 成 26 年 5 月 「 第 2 回 ・ 東 北 未 来 創造 会 議 (東京 ) 」 開 催 
・ 平 成 26 年 7 月 第 2 期 ・ 未 来 創造 塾 」 開講 式 
・ 平 成 26 年 上 「 公 開 フ ォ ー ラ ム 」 開 催 
・ 平 成 26 年 度 中 「 エ グ ゼ クティ ブ ・ コ ー チ ング 」 開催 
・ 平 成 27 年 2 月 「 未 来 創 造 塾 」 卒 塾 式 




















以 上 








いわ て 未来 づく り 機 構 復興 教育 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 
(26.3.17) 


ー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 
座長 : 岩手 大 学 教授 栗林 徹 担当 機関 : 岩手 大 学 











報告 要 計 
平成 2 5 年 度 総会 で 設置 が 承認 され た 本 作業 部 会 は 、 活 動 の 目的 や 対象 を 確認 
し 、 活 動 計画 を 定め まし た 。 活動 計画 に 基づき 、 第 一 弾 と し て 「 い わ て の 師匠 」 
派遣 事業 を 平成 2 6 年 度 か ら 本 格 始動 する た め 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー 所 属 
機関 及び 機構 会 員 の 高等 教育 機関 に 対し て 本 事業 へ の 参画 及び 提供 可能 な 講演 ・ 
授業 (学習 プロ グラ ム ) の 情報 提供 を 依頼 し まし と ころ 、6 つ の 企業 等 か ら 参 画 
の 了承 を 得 まし た 。 
平成 2 6 年 度 は 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 開始 し 、 ま ず は 、 岩 手 県 教育 委 
会 協力 の も と 校長 会 等 を 通じ て 本 事業 の 趣旨 ・ 活 動 内 容 を 県 内 の 小 ・ 中 学校 、 高 
校 に 周知 し 、 1 0 校 で の 実施 を 目標 に 本 事業 を 展開 し ます 。 ま た 、 各 校 の 「 い わ 
て の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 取り 組み を 広く 県 民 に 知っ て いた だ く 機 会 と し て 
「『 い わ て の 復興 教育 』 プ ログ ラム 交流 会 (仮称 ) 」 の 開催 を 検討 し ます 。 








中 1. 平成 25 年度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 
第 1 回 9 月 12 日 部 会 員 9 名 、 事 務 局 4 名 

本 作業 部 会 名 称 及 び 活 動 計画 に つい て 検 計 

第 2 回 11 月 12 日 部 会 員 8 名 、 事 務 局 4 名 、 オ ブザー バ 1 名 


「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム 支 援 方 法 に つい て 検討 





























2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
























































本 作業 部 会 の 具体 的 な 活動 目的 を 第 1 回 作業 部 会 で 活動 目的 ・ 方 針 を 確認 し 、 具 体 の 活 
岩手 県 教育 委員 会 が 推進 する 「 い わ | 動 計 画 を 以下 の と お り 定 め た 。 





















































































































































て の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 支援 と ① 機 構 会員 機関 の 専門 家 を 学校 に 講師 と し て 無償 で 派 

し た うえ で 活動 計画 を 決定 し 、 ス タ | 遺 (「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 ) 

ー ト で きる 計画 か ら 実 行 する 。 | ②「『 い わ て の 復興 教育 』 プ ログ ラム 交流 会 (仮称 ) 」 
| の 開催 























パイ ロッ ト 事 業 の 実施 (当面 は 事業 計画 ) 

| 活動 の 順 訂 と し て は 、 ま ず ① に 着手 し 、 事 業 の 認知 度 
| が 高まっ た と ころ で ②、③ と 事業 拡大 する こと と し た 。 
| 第 2 回 作業 部 会 で は 、 活 動 計画 ① に 係る 実施 要項 等 を 
| 定め た 。 講 師 リ スト に は 、 会 員 機 関 等 が 提供 可能 な 講演 
| や 教育 プロ グラ ム を 記載 し 、 各 校 が それ を 見 て 、 自 校 の 
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| 復興 教育 に 合っ た 内 容 ・ 機 関 等 を 選び 、 事 務 局 が 調整 の 
= ミ 上 、 実 施す る こと と し た 。 リ スト 作成 の た め 、 ラ ウン ド 
テー 
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ブル メン バー 所 属 機関 及び 高等 教育 機関 ( 計 9 機関 ) 























画 依頼 を 行い 、 現 在 、6 機関 か ら 回 答 を 得 た 。 現 在 、 








に 参 
回 答 に 基づき リス ト 案 作成 に 着手 し て いる 。 

各 学 校 へ の 周知 方 法 に つい て は 、12 月 9 日 に 岩手 県 教 
き 委 員 会 所 属 の 作業 部 会 メン バー と 検討 を 行い 、4 て 5 月 













































































































































































0 EN 岩手 
き 委 員 会 を 通じ て 各 校 に 実施 要項 及び リス ト の 配布 
* 行 うこ と と し 、 実 質 的 な 活動 は 平成 26 年 度 か ら と な 


CN 








E 3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 


(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
「 い わ て の 師匠 」 事 業 に よる 県 内 小 中 学校 、 高 校 へ の 講師 派遣 ・ 授 業 提供 を 開始 し 


校 で 実施 する こと を 目指 す 。 


(2) 活動 計画 
第 1 四半期 で 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 周知 活動 を 行い 、 順 次 、 各 校 の 依頼 に 基 づ 
き 講 師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 行う 。 
ある 程度 の 実績 を 上 げた 後 、「 オ ー ル 岩手 」 の 取り 組み と な る よう 全 機 構 会 員 に 参画 

を 依頼 し 、 よ り 多 様 な 講師 ・ 教 育 プ ログ ラム 提供 を 可能 に する こと を 目指 す 。 
また 、 岩 手 県 教育 委員 会 と 共同 で 、 各 校 の 取り 組み を 広く 県 民 に 周知 する 場 と し て 、 


月 安 具 去 


「『 い わ て の 復興 教育 』 プロ グラ ム 交 流 会 (仮称 ) 」 の 開催 を 検討 し 、 関 係 機関 と 協議 
する 。 














様式 1 


いわ て 未来 づく り 機 構 復興 教育 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 
(26.3.6) 


テー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 
座長 : 岩手 大 学 教授 栗林 徹 担当 機関 : 岩手 大 学 











報告 要 計 

平成 2 5 年 度 総会 で 設置 が 承認 され た 本 作業 部 会 は 、 活 動 の 目的 や 対象 を 確認 
し 、 活 動 計画 を 定め まし た 。 活動 計画 に 基づき 、 第 一 弾 と し て 「 い わ て の 師匠 」 
派遣 事業 を 平成 2 6 年度 か ら 本 格 始動 する た め 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー 所 属 
機関 及び 機構 会 員 の 高等 教育 機関 に 対し て 本 事業 へ の 参画 及び 提供 可能 な 講演 ・ 
授業 (学習 プロ グラ ム ) の 情報 提供 を 依頼 し まし と ころ 、5 つ の 企業 等 か ら 参 画 
の 了承 を 得 ま し た 。 

平成 2 6 年 度 は 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 開始 し 、 ま ず は 、 岩 手 県 教育 委員 
会 協力 の も と 校長 会 等 を 通じ て 本 事業 の 趣旨 ・ 活 動 内 容 を 県 内 の 小 ・ 中 学校 、 高 
校 に 周知 し 、 1 0 校 で の 実施 を 目標 に 本 事業 を 展開 し ます 。 ま た 、 各 校 の 「 い わ 
て の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 取り 組み を 広く 県 民 に 知っ て いた だ く 機 会 と し て 
「『 い わ て の 復興 教育 』 プ ログ ラム 交流 会 (仮称 ) 」 の 開催 を 検討 し ます 。 








回 1. 平成 25 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 
第 1 回 9 月 12 日 部 会 員 9 名 、 事 務 局 4 名 
本 作業 部 会 名 称 及び 活動 計画 に つい て 検討 
第 2 回 11 月 12 日 部 会 員 8 名 、 事 務 局 4 名 、 オ ブザー バ 1 名 
「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム 支援 方 法 に つい て 検討 














2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 






本 作業 部 会 の 具体 的 な 活動 目的 を | 第 1 回 作業 部 会 で 活動 目的 ・ 方 針 を 確認 し 、 具 体 の 活 
岩手 県 教育 委員 会 が 推進 する 「 い わ | 動 計画 を 以下 の と お り 定 め た 。 
て の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 支援 と | ① 機 構 会 員 機 関 の 専門 家 を 学校 に 講師 と し て 無償 で 派 




























































































































































































し た うえ で 活動 計画 を 決定 し 、 ス タ | 遺 (「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 ) 
ー ト で きる 計画 か ら 実 行 する 。 | ②「『 い わ て の 復興 教育 』】 プロ グラ ム 交 流 会 (仮称 ) 」 
| の 開催 








パイ ロッ ト 事 業 の 実施 (当面 は 事業 計画 ) 
| 活動 の 順 座 と し て は 、 ま ず ゆ ① に 着手 し 、 事 業 の 認知 度 
| が 高まっ た と ころ で ②、⑨ と 事業 拡大 する こと と し た 。 
、 第 2 回 作業 部 会 で は 、 活 動 計画 ① に 係る 実施 要項 等 を 
| 定め た 。 講師 リス ト に は 、 会 員 機関 等 が 提供 可能 な 講演 
| や 教育 プロ グラ ム を 記載 し 、 各 校 が それ を 見 て 、 自 校 の 






















































































































































































ーー 
| 上 、 実 施す る こと と し た 。 リ スト 作成 の た め 、 ラ ウン ド 
| テー ブル メン バー 所 属 機関 及び 高等 教育 機関 ( 計 9 機関 ) 
| に 参画 依頼 を 行い 、 現 在 、5 機関 か ら の 回 答 を 集計 し 、 
| リス ト 案 作成 に 着手 し て いる 。 

| 各 学校 へ の 周知 方 法 に つい て は 、12 月 9 日 に 岩手 県 孝 
| 育 委員 会 所 属 の 作業 部 会 メン バー と 検討 を 行い 、4ー5 月 
| に 行わ れる 地区 の 校長 会 等 で 本 事業 を 紹介 し た 後 、 岩 手 
| 県 教育 委員 会 を 通じ て 各 校 に 実施 要項 及び リス ト の 配布 
| 等 行う こと と し 、 実 質 的 な 活動 は 平成 26 年 度 か ら と な 
























































































































































































































































M 3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
「 い わ て の 師匠 」 事 業 に よる 県 内 小 中 学 校 、 高 校 へ の 講師 派遣 ・ 授 業 提供 を 開始 し 、10 


校 で 実施 する こと を 目指 す 。 


(2) 活動 計画 

第 1 四半期 で 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 周知 活動 を 行い 、 順 次 、 各 校 の 依頼 に 基 づ 
き 講 師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 行う 。 

ある 程度 の 実績 を 上 げた 後 、「 オ ー ル 岩手 」 の 取り 組み と な る よう 全 機 構 会 員 に 参画 
を 依頼 し 、 よ り 多 様 な 講師 ・ 教 育 プ ログ ラム 提供 を 可能 に する こと を 目指 す 。 

また 、 岩 手 県 教育 委員 会 と 共同 で 、 各 校 の 取り 組み を 広く 県 民 に 周知 する 場 と し て 、 
「『 い わ て の 復興 教育 』 ブ プロ グラ ム 交 流 会 (仮称 ) 」 の 開催 を 検討 し 、 関 係 機関 と 協議 
する 。 











いわ て 未来 づく り 機構 復興 教育 作業 部 会 に つい て 


AN 

作業 部 会 の 目的 Ts \ | 7 | 人 
学校 と 未来 づく り 機構 が 連係 し 、 地域 で 培っ た 多様 な 知識 ・ 経 験 を 次 代 を 担う 
子ども た ち へ 伝え る こと で 、 将来 の 地域 づく り に 資す る 





















大 震 災 を いわ て の 生 の 電 香る 
強み に 変え る 取り 組み 部 会 と 学校 の ハブ 
「 い わ て の 復興 教育 」 eS ーー 
ブロ グラ ム 地域 伯 と を 人 の 上 
「1000 年 に 1 度 」 
を 経験 し た 岩手 県 






機構 事務 局 
会 員 ・ 県 店 他 部 局 


"だから" で きる 教育 を 
産学 官 の 力 で 実現 3 














10 年 後 の い わ て を 変え る 活動 に 取り 組む 


復興 教育 作業 部 会 の 活動 








活動 方 針 
県 内 (沿岸 に 限ら な い ) を 対象 に 、 各 学校 が 行う 復興 教育 (特に 高校 生 に は 職業 意識 高揚 に つなが る 教育 ) 
を サポ ー ト 王 各 学 校 の 意向 を 尊重 し た 活動 


活動 の 具体 案 (XR 印 は 第 1 回 作業 部 会 (2013/9/12 開 催 ) で 活動 計画 と し て 承認 ) 

文 各 学 校 が 行う 指導 者 ・ 専 門 家 の 紹介 ・ 派 遣 
各 学 校 が 企画 し た 復興 教育 プロ グラ ム 等 へ の 支援 と し て 、 機 構 会 員 を 母体 と する 講師 リス ト を 作成 し 、 公 開 す る 。 
作業 部 会 を 通じ て 講師 依頼 が あれ ば 、 原 則 、 旅 費 ・ 謝 金 不要 で 講師 を 派遣 する 


地域 の 専門 家 の 積極 的 活用 に より 、 児 童 ・ 生 徒 が か 、 よ り 具 体 的 で 地域 に 即 し た 「 復 興 ・ 発 展 」 を 考え る こと を 支援 


太 各 学校 の ブロ グラ ム (取組 ) を 公表 する 場 の 提供 
「『 い わ て の 復興 教育 』 プ ログ ラム 交流 会 (仮称 ) 」 を 実施 、 各 学校 の 取り 組み を 一 般 市 民 に 発表 する 場 を 提供 する 。 


謀 災 を 岩手 の 「 強 み 」 に 変え る た め 、 県 全体 で 情報 ・ 成 果 を 共有 し 、 県 民 一 体 で 復興 に 取り 組む 





〇 地元 企業 ・ 団 体 ・ 機 関 等 が 必要 と する 人 材 像 の 提言 
各地 域 の 産業 構造 に 基づき 、 地 域 の 中 心 産業 の 経営 者 等 へ の 聞き 取り 調査 等 に より 、 地 域 別 に 企業 ・ 団 体 ・ 機 関 等 が 
必要 と する 人 材 像 を 提言 する 。 調 査 は 第 2 作業 部 会 、 公 募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 の 協力 を 得 て 実施 する 。 
〇 機構 会 員 の 経営 者 、 若 手 職員 等 に に る リレー 講演 プロ グラ ム の 提供 
地元 の 経営 者 や 若手 職員 等 に よる 、 仕 事 や 地域 と の 関わ り に 関す る 講演 を 3, 4 回 の シリ ー ズ で 提供 する 。 
講演 後 の グ ルー プ ワ ー ク や 発表 資料 の 様式 例 も セッ ト で 提供 する 。 
地元 企業 が 必要 と する 人 材 や 仕事 に 対す る 意識 、 就 職 後 の 生活 を 知る 機会 を 提供 する こと で 、 離 職 率 の 
低減 を 図り 、 復 興 の 担い 手 を 増やす 


〇 機構 会 員 が 行う 体験 プロ グラ ム 等 の 体系 化 
機構 会 員 が 連携 し 、 各 機関 等 が 独自 に 行っ て いる プロ グラ ム を 体系 化し 、 長 期 休業 期間 等 に 生徒 に 提供 する 。 
( 例 : A 大 学 の 生物 実験 体験 一 研究 所 の 発酵 学 講座 一 団体 の 蔵元 ・ 醸 造 所 で の 作業 体験 ) 


学習 し た こと が 社会 で どの よう に 活用 され て いる か を 知る こと で 、 目 標 の 早期 設定 や 学習 意欲 高揚 に 寄与 する 
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「 了 叶 沿 


OHY 軒 科 Q 喘 湯 因 は 草 光源 司 」 tO 比 吾 


NMK サ イト を 起 れ ます NH 岩手 県 の ニュ ー ス 盛岡 放送 局 


| 守 村 の 組織 が 復 貞 教 育 支 援 へ 


Ot 半 導 圭 話 3 
EC CE tHE 潮 相 D3 丘 凡 。 半 W 


遇 中 直 回 二 震 iIDoo ,C 消 痛 NW 必 KSK 対 全 滞 

短 半 > の いき 汐入 生活 . 商 到 S 愉 電導 で 局 湖 泊 ず 
{a 
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大 滞 S 当 きま 振 ・ 間 上 0 ざ 党 


券 除 導 終ら 員 悦 


県 内 の 産学 官 の 連携 組織 が 、 東 日 本 大 
時 災 か ら の 復 軸 に 携わる 経営 者 な ど を 
講師 と し て 小 中 学 校 に 派遣 する な ど し 
て 、 簡 興 教育 を 支援 し て いく 事業 を 来 
年 度 か ら 実施 し て いく こと に な り ま し 
た 。 

事業 に 取り 組む の は 、 秘 内 の 大 学 や 経 
済 国体 な ど で つ くる 産学 官 の 連携 組 


ON い : 詳 湊 符 各 滑ら 麗 性 語 
NNs EE 和民 科 ト OEr 衣 はず 


認 衣 選 郊 湯 飛 対 落 WS 財 履 叉 こ 沙 ら の 3 人 A お 


RR . 石 


洪 六 < 二 終 一 で こ SO 唱 「 斉 恒 > の eVNIRN 挟 
半 計 詩 <W 供 ・ 思 時 S 詩 」. 恨 夫 示 人 な 壮 送 司 。 欠 
CAAT 
(vi 司 生 は 活 小 久 恒 融 失 OE 
癌 席 ここ へ し いり 溢 洲 ボ すこ 


半 > の "diIY 光 計 玉 団 で 族 ご 斉 「 恒 澤 織 訟 Sn 


次 ) 尼 語 か NHN 項 R 涯 / 麻 基 乱 圭 / ル 
郊 潤 司 < 記 第 ・ や 前 還 用 近 当 意 定 ( い 分 斉 
の 油 吾 幸 ・ 時 指 計 が 還 サテ 3 活 . 朱 滑 

/ 邊 吉 さ 大 沖 。 下 央 tb- HES 林間 作用 ci 


党 調 時 湯 滑 導 S い 詩 座 . 活 で 水 洋 汽 。 が ご CC 但 
届 S 法 半 准 OrS 員 村 箇 サ ー ス Yxm ら 昌 科 半 


潤 ゆ S 計 がく 楓 時 ( 党 せ ご 」 0v 基 RI> い 座 
弄 ONdt 二 5 人 tt 選 氷 光悦 注記 由 


肥 ) 状 護 ニハ Ui さす 


^ 紀 江 州 下 上 吉 . 届 紫 議 


系 SO 晶 装 諸 K 門 一 矯 で 溝 和 ゆ 石 落 当 諾 ( 導 計 ) 
区 きか MSNN 受 次 計時 用 則 NNS 斉 田所 涼 選 


※ 
思索 


《 1 
Er 
計 ーー 
= 
回 
米 
Hy 


は E44 時 まる 織 、 い わ て 未来 づく り 模 橋 で す 。 

ー 后 発 上 導 ウ こり 。 電電 の ー 告 の 計 書 り に 名 具体 的 に は 、 震 災 か ら の 復興 に 携わっ 
うる 信 2 を 区 ま 合い な 的 を て いる 企業 の 経営 者 や NP O の 職員 な 
[記す 村 ま 偶 沼 まま 8 ど を 講師 と し て 県 内 の 小 中 学 校 に 紹介 し た り 注 遺し た り し て 、 児 童 や 生 妹 た ち に 誠 災 に 関わ る こと や 職 

た 倒せ ネ い 委 の 良 る る 化 を を 谷 と か で 委 る “omemn ms ss. 


いわ て 未来 づく り 機構 で は 、 今 年 度 中 に 講師 を 選ん だ 上 で 、 未 年 度 か ら 紹介 や 派遣 を 実施 する 予定 で 、 活 
岩手 昌 報 (2 水 ) の 動 費 は 大 学 や 企業 が 工面 し て 、 学 校 側 に 負担 が な いよ う 配慮 する こと に し て いま す 。 





実施 に 向け て 機構 で は 、 昌 教 育 委 員 会 や 岩手 大 学 な どの メン バー に よる 交 興 教育 の 支援 に 関す る 専門 の 部 
会 で 、 講 貧 の 選定 や 複 興 教育 の 事例 に つい て の 発表 会 の 開催 な ど を 検討 る こと に し て いま す 。 い わ て 未 
来 づく り 機 模 で は 「 被 災 地 の 春 尋 を 将来 担う 子ども た ち に 、 簡 興 の 現場 の 生 の 声 を 届け る 活動 を 雑 続 的 に 
行っ て いき た い 」 と 話し て いま す 


07 月 39 日 09 時 0$ 分 





Cops ngha NHIK Capan Urosdcasing Cocpoczion) AH righes scncd 用土 な く 転 往 す る こと を 葉 じ ます -。 











「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 概要 


趣旨 ・ 目 的 


② 照 会 し た 内 容 を リス ト 化 、 
各 学 校 に 配布 


っ RK る ③ 講 師 派 遣 等 を 希望 する 学校 


が 作業 部 会 事務 局 に 連絡 


| Wi LE 」 
し 人 N | 
衣 Y 当 ⑤ 派 遣 可 の 旨 を 連絡 


⑥ 講 演 


⑦ 実 施 報告 を 作業 部 会 
事務 局 に 提出 


・ 多様 な 分 野 の 講師 講演 や プロ グ 
ラム を 受け る こと で 、 視 野 の 広 
い 人 材 の 育成 が 可能 と な る 。 

・ 講 演 等 後 の 取 り 組 み の 幅 が 広がる 





「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム へ の 支援 と し て 、 県 内 の 小 中 学 校 、 
り 機構 の スケ ー ル メリ ッ ト を 活か し 、 講 師 招へい 等 に 係る 学校 側 の 負担 を 軽減 し 、 復 興 教 育 プ ログ ラム の 充実 を 後押し する こ 
で 、「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム に よる 復興 ・ 地 域 を 支え る 人 材 の 育成 を 支援 する 。 


高校 が 企画 ・ 実 施す る 復興 教育 プロ グラ ム へ 、 未 来 づ く 


① 講 師 派遣 可能 な 内 容 ・ 提 供 可能 
な 授業 プロ グラ ム 等 を 照会 


の 学校 が 希望 する 派遣 等 元 機 


関 等 に 照会 し 了承 を 得る 


・ 児 童 ・ 生 徒 に 、 復 興 へ の 思い を 直接 伝 
える こと が で きる 

・ 児 童 ・ 生 徒 の 生 の 声 を 各 機 関 等 の 社会 
貢献 活動 に 反映 させ る こと が で きる 

・ ネ ットワーク 拡大 に 繋げ られ る 





事業 実施 に 係る ポイ ント 


学 _ 校 


> 講師 派遣 ・ 授 業 提供 を 希望 する 学校 は 、 0 日 前 まで 
に 、 講 演 依頼 (5 項目 ) を 作業 部 会 事務 局 
① 講 演 等 希望 日 時 (第 3 候補 まで ) 
② 希 望 の 派遣 元 機関 等 名 (第 2 候補 まで ) 
③ 対 象 学年 ・ 人 数 及び 会 場 
④ 希 望 す る 講演 内 容 
⑤ 実 施し て いる 復興 教育 プロ グラ ム 概 要 
> 実施 後 は 作業 部 会 事務 局 へ 報告 (5 項目 A4 用 紙 1 枚 ) 
① 講 演 等 日 時 ・ 会 場 
② 講 師 等 所 属 ・ 氏 名 
③ 実 施 学年 ・ ク ラス 及び 人 数 
④ 講 演 等 概要 (児童 ・ 生 徒 の 感想 、 講 演 に よる 効果 等 ) 
@⑤ 写 真 3~4 枚 


想定 され る 問題 


> 遠方 の 講師 を 希望 され た 場合 の 交通 費 等 の 負担 


また 、 作 業 部 会 事務 局 が 、 
> 希望 する 派遣 ・ 提 代 機関 等 が 生 務 の 都合 等 で 断っ た 場 人 





講演 内 容 の 調整 


機構 会 員 


> 派遣 元 機関 等 は 、 当 該 機関 等 の 社会 頁 献 活動 

(CSR 活 動 ) と し て 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 

三 派遣 ・ 提 供 に 係る 旅費 等 は 派遣 元 が 負担 
(学校 は 無償 で 講師 派遣 等 を 受け られ る ) 


> 講演 ・ 授 業 内 容 等 は 派遣 元 機関 等 の 活動 と し て 
公表 可 
(派遣 元 機関 等 と 学校 で 事前 に 調整 必要 ) 


> 大 学 等 多様 な 分 野 の 専門 家 を 抱え る 機関 等 を 学校 が 派遣 ・ 提 供 元 機関 と し て 選択 し た 場合 
つ 作 業 部 会 事務 局 が 学校 側 の 要望 を 十分 に 調査 し 、 そ れ を 派遣 ・ 提 供 元 機関 等 に 情報 提供 し 、 派 遣 ・ 提 供 元 機関 が 講師 選定 。 


つ 学 校 に は 、 無 償 で の 講師 派遣 ・ 授 業 提供 で ある こと を 理解 いた だ き 、 極 力 、 遠 方 の 機関 等 を 選ば な いよ う 依 頼 。 
必要 に 応じ て 派遣 ・ 提 供 元 変更 等 を 調整 。 


つ 学 校 は 派遣 ・ 提 供 希望 機関 等 を 第 2 候補 まで 選択 し 、 依 頼 。 不 調 の 場合 は 、 作 業 部 会 事務 局 と 学校 で 依頼 先 検討 。 











平成 25 年 度 いわ て 未来 づく り 機 構 
第 3 回 ラウ ンド テー ブル 資料 


部 会 実績 報告 及び 活動 計画 


産業 復興 作業 部 会 

医療 福祉 体制 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 

観光 作業 部 会 

東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 











2016 希 望郷 いわ て 国体 
・ 大 会 開催 に 係る 協力 














県 民 一 人 ひと り が それ ぞ れ の 立 
場 で 支え る 

県 民 総 参加 の 国民 体育 大 会 ・ 
全国 障害 者 スポ ー ツ 大 会 の 実 
現に 向け て 取り 組む 







































































選手 の 競技 環境 を 整備 する こと 
で 、 選 手 強 化 を 側面 か ら 支 援 
する と と も に 、 

本 県 選手 の 活躍 に よる 県 民 へ 
の 男気 と 活力 を 与え る きっ か 
け 作 り に 取り 組む 









































| LC の 建設 実現 に 
向け た 取組 


岩 災 か ら の 復興 の 象徴 で あり 、 
多 文化 共生 社会 や 産業 の イノ 
ベー ショ ン な ど 和 社会 ・ 経 済 の 改 
革 の 象徴 に つなが る 

ILC の 実現 に 向け て 取り 組 
む 





























資料 No.2 


いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 26 年 度 に 取り 組む 県 民 運 動 




























画 !LC の 建設 実現 


international linear collider 2 


国際 リニア コラ イダ ー を 、\ 
< a 東北 に や 





田 海 外 の 研究 者 と その 家族 等 の 受 


ilr 
し 























目標 役割 分 担 
目指 す 姿 (最終 目標 ) | H26 年 度 機構 の 取組 目標 産 学 県 
@ 開催 周知 本 ley 画 立 案 、 連絡 調整 
総会 等 で の PR、 印刷 物 等 へ 揚 | ポス ター 等 の 掲出 、 周知 の た め 3 2 
男 県 内 外 各 層 へ の 開催 趣旨 等 の | 載 、 ポ スタ ー 等 の 掲出 な ど 前 放 で 貞 の 結合 暫 な 失 首 と 展開 
画 H28「 県 民 総 参 加 」 0 間 人 @ 実 行 委 員 会 HP の リン ク 掲載 。 募金 活動 へ の 協力 
金 逢 金 
に よる 国体 ・ 大 会 の 画 募 金 1 億 円 の 確保 @ 募 金 、 企 業 協賛 へ の 協力 0 i a 
室 @ 花 い っ ぱい 、 クリ ー ン アッ プ 、 
oe 男 企 業 軍人 1.1 億 円 相当 の 確保 | る 導い つば い ・ ク リー アップ の いさ つ 、 人 PR 等 上 連動 
国体 等 へ の 参加 、 お も て な し の 画 へ の 参加 へ の 参加 
画 多 様 な 運動 に よる 盛り 上 が り 、 a 
心 中 ーー きか ハハ ラグ 。 い 
NAM 2 機運 の 本 成 @ 関 連 グ ッ ズ 開発 の 奨 肌 の 22 人 
a @ 社員 等 に 対す る ボラ ンティア と 
画 ボ ラン ティ ア 参 加 者 の 据 り 起 し @ 学 生 等 に 対す る ボラ ンティア 
へ の 参加 勧奨 a 
人 強化 選手 等 の 雇用 促進 @⑮ ス ポー ツ 医 科学 等 に 基づい た 働 就職 支援 の 実施 
画 競 技 力 の 向上 画 強 化 選手 約 30 名 の 県 内 企業 人 @ 社員 等 が 競技 に 取り 組む た め 競技 指導 面接 会 の 開催 、 企 業 等 へ の 働き 掛 
等 へ の 就職 の サポ ー ト 体制 の 整備 @ 練 習 場 所 等 の 提供 け 、 選 手 へ の 情報 提供 
2016 < 
の mcmg な の の 交 必 
eg 広げ よう 感動 。 伝 えよ う の 側面 支援 補助 金 の 次 付 な ど 
ん pL し 1 わ て 大 会 介 強 化 選手 等 の 雇用 促進 
msmwwesx-zxe 広げ よう 感動 。 伝 えよ う 感謝 。 
ョ 正 ni 上 
時 | 中 長期 的 な 展望 に 立ち 、 
田 建 設 実現 に 向け 国内 外 へ の 人 @ @ 岩手 県 ILC 推 進 協議 会 に よる 検討 ( 産 ・ 学 ) | 今後 適切 な 役 雪 ] 分 担 等 を 検討 。 | 
「 世 界 唯一 の 候補 地 」 の 依 建 設 実現 に 向け た 広範 な 検討 と 環境 整備 ( 産 ・ 学 ・ 県 ) EE 
認識 の 浸透 【 産 業 ・ 経 済 面 】 ・ 加 速 器 は じ め ILC 関 連 産 業 の 産業 化 、 参 入 の 検討 
画 日 本 政府 の 誘致 表明 の 後押し ILC を 契機 と し た 地域 経済 活性 化 の 検討 


【 研 究 者 等 の 受入 】 ・ 外 国人 を は じ め と し た 研究 者 の 受入 環境 整備 (住宅 、 観 光 、 商 業 施設 な どの 検討 
・ 外 国人 子弟 の 受入 に 向け た 教育 環境 の 検討 


【 国内 外 に 対す る 
アピ ー ル 】 ・ 日 本 誘致 へ の 働き 掛け ( 国 等 に 対す る 要望 等 の 実施 ) 
* 海 外 に 向け た 情報 発信 


・ILC に 参画 ・ 貢 献 す る グロ ー バ ル な 人 材 の 育成 

・ 地 質 調 査 や 設備 設計 な ど ILC 建 設 実現 に 向け た 取組 へ の 支援 
(要素 技術 の 分 析 と 参入 可能 性 調査 ) 

・ 必 要 と な る イン フラ 整備 の 検討 


【 そ の 他 】 








いわ て 未来 づく り 機構 が 平成 26 年 度 に 取り 組む 県 民 運 動 





















県 民 運 動 


台湾 と の 
定期 便 の 就航 


4 月 か ら の 定期 チャ ー タ ー 便 運 
航 を 契機 に 、 

当該 便 の 延長 、 さ ら に は 定期 
便 化 の 実現 に 向け て 取り 組む 














「 平泉 世 界 遺 産 の 日 」 
(6.29 ) に 関す る 取組 


平泉 の 文化 遺産 に つい て 国内 
外 の 人 々 の 理解 を 深め 、 
将来 の 世代 に 継承 し て いく と と も 
に 平泉 世界 遺産 を 活用 し た 地 
域 の 振興 に 取り 組む 






























































※「 平 泉 世界 遺産 の 日 」 の 制定 に 
つい て は 、 条例 案 を 現在 開会 中 の 
県 議会 に 提案 中 で ある こと 。 




































































ーー 目標 Pr ーー 役割 分 担 
目指 す 姿 (最終 目標 ) | H26 年 度 機構 の 取組 目標 産 学 県 
@ 周 知 @ 研究 活動 に お ける 積極 的 な | 人 航空 会 社 と の 連携 強化 
総会 等 で の PR、 印 刷 物 等 へ 掲 利用 勧奨 トッ プ セ ー ル ス 、 就 航 支援 な ど 
載 な ど 
@ 留 学生 の 受入 、 台 湾 の 学校 と | @ ア ウト バウ ンド 需要 の 創出 
@ 経済 ミッ ショ ン 等 研修 等 で の の 交流 の 拡大 ・ 促 進 「 台 湾 へ の アウ トバ ウン ド 連 絡 会 」 
積極 的 な 利用 に よる 取組 、 利 用 の 呼び 掛け 、 
画 経 済 ・ 文 化 等 の 画 春季 定期 チャ ー タ ー 便 の @ 学 生 、 教員 、 職員 に 対す る 利 | 利用 者 に 対す る イン セン ティ ブ 
交流 の 促進 利用 者 1.350 名 確保 @ JETRO な ど を 通じ た 台湾 と の 用 勧奨 の 付与 な ど 
i ビジ ネス 交流 の 発掘 ・ 育 成 休暇 取得 の 奨励 な ど 
a eic 画 の 就航 実現 る 機運 醸成 
画定 期 便 の 就航 社員 等 に 対す る 利用 勧奨 情報 発信 、PR な ど 
休暇 取得 の 奨励 な ど 
る 隊員 に 対す る 利用 勧奨 
ps 本 深 休暇 取得 の 奨励 な ど 
© イベ ント ・ 講 座 等 の 開催 や 出 | @ 公 開講 座 等 の 開催 @ 第 1 回 「 平泉 世界 遺産 の 日 」 
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